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力学及び熱J力学の方法によ忍長い期間の予報(][)
岸保 勘三 郎

力学友ぴ熱力学の方法 lこよ石長い期前の苧報についての )J、文を書いて瓜来，

もラ数か月の頁目がたってしまいまレIと.問題あのはj互T.t([)マきは主に基

礎鈎概色特}之霊動量の南北輸送2 顕熱の輸送の替え及びぞ札ι、嬉ぴ、つけられ

る太俣のエネ Jレザー~.按を奮いて注まし 1と.車4委長い期向の予報}之たずきわ

ってBられる人々にとつでは，まピるっこしい設砂ものであったかも知札ま

せん.レかレ意lJ~、 1ずまわ札 l乙いう曹壊もあります.

去る 3fif よ句，7rスロ-~数値予報の国藤会議1ft' 向かれ 2 筆巷.:vこれに参

加マきる械金にめぐまれました.その会~長 L、期間の予報~論じた論文1$か

なりあったことを知リ J 索荒マの数値予報圏際会議 (1960 年)~、が z つの前

レい出発点になったとすればJ この介ズローの会はま 1で遣った意味マの新し

い也事起点になったようマす.すなわち憂い期向の予報については何も請しい

遁はな<)今まち短期出 lご用いられた方ーソ Fックスの方法在蕃実に庇請し

ていくことこそ叢も夫切なことぜあるこヒを禾レてく礼たようです.

数十日の予報を数値葉歌してみること前可能になったようをす.~なくと

も針革主の尚題点は少なく訂リノ=れ1:1'O，は益々予報式の中i之くりこまれる

熟，抜結等の物哩的解釈が大切になってくるヒ思います.簡単な数値実按の

結果のひとつーーといっても教か高予報の結果を天然色映画にレたもの一ー

を参考ま Tさにもらってきました.来石 S ]J 中境!の新浮の失家寺会の~上司F 歩

くの人!こ b'蒐せマ号きると恵います，

わがグロース・ベッダーの会貰~，ある常川昭夫をんや M.2r4 乙協同して

重い期向の予報についてのよい壮苧を注丸まレた.被tJ.'a#にI滞られたら J

そのくわしれ侍来の諸表もあるこヒと思います.そのようなわ庁~}本文ち

は今ま~符なわれてきた，あるいはごれから行なかれるをあろう地較的長い

期向の予報結果をどのように重解レたらよい詑、ろうかというこピを念頭にお

きな献、6小文を書いてみたいと思います.

5. UV- の時蔵書~4巴

前面ちは主に単純な犬気の液iItと「滞」による運動費専の輸送をうきえた場

令の文や注を比較し，精による輸送ポ実際の太折、マ l立大切~あることを強調

しましr:::• 
(1) 



ごこちは満による運動菅の南地輸送すなわち UlJ"の時向変犯を走えてみた

いと患います.この崎両袈ィι~ ヰヨ長い期尚にわたって奪える場合ど短い崎両

について芳Zる場合ヒ守令lナて芳えをみ aたじと思います，

..¥ (<<)短いB雪崩におけミ$ U，l)の変必

:・こ三万ひとつの数値実験の結果を禾してみます.簡単の j三めに審 24・図の

-pJJよ以ムどどぷ'Ll.L!/ぷJ1LLtriLJ〉144rl山:どどー

ムゴ?二;三;LJ-
づか"?77;ゥ777ア汐/ソ77777771汐77;γ77""

務24函 之暦モデlレ

25図のようなー誠流1.1，皮ずあを与えます.

よラな 2菅モデルを用いま

し1で(梼2函象照). 曹長

Z，安ぴ ZaIま そ丸ぞれ

Jと50mT 友(t750仇 b1デ与

えられま，す .ωlま五ι砂吃R.2

すなわち 5DD併もbマ与えJ

O勿zb及がど000"例 bで ω
=0として.あります.この

モデ、jレマ!ま更に ;t=0マ第
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ヒいった J搭手ぷの故を示し J βs = 1/.00 k'句人 lJl立東前方向の波長で，

= 1/.200 K悦 にとってあります S= '1.00 k?l/..すなわち下著トラフポ上菅，ト

ヲフより l，LooK悦抱|こ進んでいる初期値 b'ら出掛しノ Aiま(V;)加悦=o~ )m;z，x. 

になるようにどってあります.すなわち

L 

=5例メ叫乙

くひJmru.=三(誇)ω=長(会)A= S-九~

?報域の京西 方向ばザ必A ιown.d仰ぎになっています.

このような初期値か β予報を灯広い J 庭向ヒともに (UV-)， 及ぴ(江V)a

( 250視b の (LL~n， ビケケO勿zbの (UU-)3 ) b'¥'どのように変化する.b'を来し

たのがJ 第 26図(丁=2 Ef) )梯ユワ図(丁 =l，L.fi日) )変r.Jt嬉之宮!:KJCf・

= 7 Ef)ざす.
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第 28図 T=ワ自の UV-

( .5. I )茸 ぴ (5.2)からわかるように~ t;= 0 で、 1まトラフの輯I:J¥南北に・

真直ぐなの~

( uジ)， = ( U.U-)3 = 0 

r. (b) 上層の Ultヒ下層の UIIのちが、b、

第 26函ん嬉 28図からわかることは 1:=0から弱いな刻、らお UlJがあ

る大いきになり 2 次にく正予)，の方がく UZI)3 に出ベ圧倒的にjミミ~.\，\ことで

す.

uu- の蔚商擾犯は崎重荷 l二 lま第 29 図~赤色E オtます.すなおぢ ;(;~O~対

称な擾乱zJ!.'一般泥の申にお庁れると ，:t=Oではトヲフの勅は南北 (NS) 

方向に裏壷ぐ""fす.しかし擾乱は一説流マ流￥れ，ズ=d.t Iこ!立時2r図の

おのようになります . Jetの所守一番強く東進します.従ってトヲプの勅

(図の糸線) Iま Je;tを中 1¥1I之爾では酷に傾き ) UlJ')O; re-tの北側で lま

(5") 
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五百く O になります.東両

方向のま長 Lが長い乞護乱

1.t面進しますのを，主主の提

家tJfおこリますが，普通の

波長てき Ij"第2'1函のように

砦えてよいど患います.第.

26図r-嬢 2g函にはJd

( J宮 10)第 25図の互の

令帝参照)を中.¥11ご，重言動

曹の牧飲肘起っています.

決の向題怠 lま伺故 (UlJ)， 

これは疫のように磐えたらよいと

nv 
Jι -v -u lψ 

=今Jer

~=Áち

N N 
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t=o 

トラフの輸の傾注婚29図

での χ方向1ざけに変北する線型犯した溝農方程式

bで(l.L l子hより jくきいかといラごとです.

恵います.

ム.ve1l去が J..W.efL3 

議i十記号+同 =fff

l立

(5.3) 

(5.4 ) 
a~" _ 1，1. 

μ3 __::;，-+β仏=一十4冬二
~ aχ 1" v'  ~ ) AT 

(苛)， =す=ー(~~)3 ) チ=ゴリヌrリーAp = SOD例 b， た?ざし

β _ af -
e"M J 

ここでス方向の波数を兎とすれIj:"主式はそれぞれ

f[f1十(cγ一巳)だ]+ iC， -fe.2. f 11; = f ~す

の，fヲメーター p

4 

3 

{[β+(~r 一丸刈]十iC， 'FlJ V3 =-f ~ 
1とrし場乱1ま時向に闘して V; r:t:. e.iR (ヤ C刊 )+ω としてあ，)ます.す

なわち Cl'， C，ば柱栢蓮藍 Cの要教1J..ぴd宣教郡分に対持. く~. S-)及び(5".6)

を2乗す札lず

ぴ:l
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ー，

ごこを一事長に Cγ は主暗と下層の一般乳の中南方あることを君えるヒ

Ua < Cr くU，又は [β十(Cγ-TI3)走2t > [β十(cγ -u.， )だr
すなわら

ロ2 >ぱ| ( 5. ~ ) 

すなわち上下~:JJ "; 70リング〈伽V=-37でもす創る)のことを

薄える左 J 上替の擾乱の振暢前下層より太~く広くてはいけないこと二にな G

わけをす. 1ととえ オ =0で強制的に同じにしても晴向とどもに上唇の方が

3えをし?催を必然的にとるよラになるわけ亨す.帯誠歯に虐えてノ L替のー抵

抗が強けずtlずそれに棒ラ望動量の輸送も犬きいヒ薄える根拠!こも芯 1) ますー

(C) UV'ど勢変ぴ手との関係

運動方程式を東面方向!こ平均する ι

す十三をくU1/)， ー何 =0 ( S.デ)

円

去三十右(U V")3一周 =0 ( S. /0) 

この式 ):;:1ま摩擦の入っていないこどを注意しておいて下さい. 上述の数値
0・、，

実験にも摩擦が入っていません.また避続の式よリ

主主十三豆 =0 より
'd1，4 I dP 

-a~ o=. U、ー/
~1' 1);一一一14=とと (ω'z= (ωJ圃 Soo姉) •• ( !s.1t ) oy v， - d~ ViI Â~ ，-.z ~-'f'''':iø0 1'llÞ/ 

第 30図l二|ま T= 6.5 ff 1こj;'ける liJ且 (~2 における w) の倍

;> b'i 7i¥してあります. Jeオの北側でと界東，ゴd の南側で下隣諸E乙なってj:;ル

童続の三どで v- を定位歯にかくと長釦のよラになり，前回~のペた ;1台特倦

接」になります. むの悦ルメ l主士 0.6'1f/.b/ht. I之なっています.

この奇から V，及1J.'iろをボめると

I r軍

功(ザ)=ずpJ， w'-<1.1;1 

=-Vi (SJ2 J 

骨骨 線型理論を用いて正確に C1"J C・4・をポめて代入すれば、、，中藤費の波長r::対し

てlま可2 >>V"/ヒなリます.

くマJ
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傍 30 図丁=6.5 日のむ(~)

よれIJ;の例似は

v;り=::'/0)公;-0、伊弘ιcと

なります.

J" = 101まゴeZのf'frです.• 

ピころでく 5.'1 )および?

('5./0)のJ4CJ=/o) 

の附で下三 6.!J'信・におけ

る各項の太いきを求、めて

丹ると J

2忌J，ct=何)-U，(t宮川

θ古 Ia 

勾 0.5x10-5 句~2

-aIL3 _ ..-. ._-5 __ / 
'du..3勾 O.!)X10 〓胤
a色'

ごこちは iI， (t==ヲ日)

= 22.11-'1'I1./M.c， LL， (t=b Er) = 22.0 m(M-C， といった債を用いてあります.

(梯 3I国今月草)
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第 31図 丁=マ自の瓦

これに討し I T = b. 5百における~~. (江予)の植 lま第 28困からも推主i::
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、 一
有(l.L1))J 

，、J，、，〆 o.o/' x /o-li" 併 μ.e.c1

以上のことをとりまヒめてみるピ，単位!を mム£乙之として

ぢける各墳の太いきさは

ou.， 
dt 

i ↓ 
-0.5 X /O.ti 

L-

~LLョ

aiユ

↓ 
O.5X 10-5 

/¥J 

〆¥/

-一一今(山)，

↓ 
0.8 X /O-li 

oす(ω)03

↓ 
6x /0-1. 

十 fi号

十 f~

↓ 
D.似 /0-'"

つ

T= 6. t5 a I乙

( 5_/3) 

(5.1な)

::-7 dU.3 
こごで注目してもらし、たいこヒ lま下層マ lまよ玲ヒ王子ピ折、借金っておる

こヒです.下層の運動量の牧教lまかさく( C5.S)券照) 立の晴商変ÆiH~ あ

まり賓献していま辻 ん以 同地 較的 臨時 尚にあ、 lする日7 V- ~(f ます

の湘互商イ哀をー離街!こ京菰したおのですがノ予報時向指T長くなるビ奪4弘外

掛から加元られる熱のため上述の掛金いは喪って註ます.

Ca.) 長い時間における uvと予ヒの関係

上倒では摩擦友，p'断熱愛イじを仮定しているのてF，時商とともに(5.13)友

び (S. /約ヒいった釣合いのくりかえしをす忍だ、けです. !I苦肉ヒヒもに Ul/

樹、正要とある周期をものて待号をかえるオつけで予す.すなわちどのように長く

予報を行な。ても各項は同i.)'jくいさマ釣台っているわけです.実際の犬家の

こヒを芳元長い時肉の予報を芳え石場令!こ!ま，土二述の実験ヒlま別に摩操友が

朴脅から加えられる熱のご乙を芳える l世零かあリます.

モの時iま霊動方程式及び熱カ学の式、は択のよラ 1之江リます.

号=一寺〈応)十仔十戸 ( 5.1!:i) 

1z d 一一ー :-::: . R d.Q 芳--a-"'j (か)十 S.6pW 十 Ct dt ( 5./{， ) 

げし FIま麓帯カ，若手阿部から加えら札る蕪壁 これをh時R.T ( 250mb} 

〈今〉



)l.ぴムI.id.3 ( 750mb) について培えれ lまう長い期肉?の鈎令い lま

」一一一方〈ω)戸 川 十 R

町会 (Ullh=f九十 FJ

=こで経験的な事実

( 5./ケ)

( 5.18 ) 

iゐ(U.v')，1> > Iミ3ー(一uv-一Ja! ( s: It:t ) 

九 >> Jf， ( 5.之0). 

寸なわち，第一長l立霊勤量の輸送前上層ーで草越すること〈第 21:.図~第 28

図茸ぴ涛?図拳照〉百あリ ，.tJ!. の肉探式 l立~..3のÑ襟力 fF" Iま地表面

!こおけるストレスによるもので，その大いさは~!の麿操カ売すな

わち大気中に志、ける J色φe1!1 ど必向地1.3乙のヌトレスによるものよりも

ー圧倒的に大きいこヒを意味しています. (t>. 1'1 )) (5~ 20 ) の仮?をを用い

ると"}'E常的な街全子い|ま

会 (11V')， ~ f窃

-fi石化応

窃=一涜=す

( 5.21 ) 

ーを
( 5.22) 

(.5..23) 

すなわち嬉.32図のような鈎合いになるわけです.主著Tきの蓋動警に謡散

i アアアナTT7アアア77"

L一一…一.....-.__._..…………… ..•• .".1 
，第 32図江vヒF

(又 lま披教)iK'おこる ι，モれを下

脅から補って〈又lま下暑に与え τ )

いるこヒになっています.すなわちJ

地表!こお It否角運動費の賢設になっ

ているわけてFす.ヨ貨の向感，はこの主

脅の運動量の牧支をおこすおのヒし

て J 昇、背から加えら才しる擦が建えら

れます，そのことを着える前に J I1V'"

の時期袈必在薄えたのど胃U形式でJ

奨 Pぶ必μ の数値安騒倒( ~争，瓜，寺 (ïi子)~ 1 免むの /0百平均の

長希子照】でも くS..22)必ず主や:(街lこ減主ってやます.

(/0) 

-".一、一



克vすなわち顕蕪の蔚兆輸送のこヒを発えてみたいど恵います.

{， . 瓦E子の時間l.ft:J

モデル摂理聖!ま歯の樹乙占をく商 Uものです. こごで瓦vは顕熱の前北輸送を

7示しています.

え3"( Z， -Z~) OC T2 

従って

1Rfa 宏克OC.否 T，.

この玄完 1ま前回の (B)壊のく17)にも書いておきましたように，単純な S.hz

又l本 ω必η 液では上下のトラフの鉛車方向の傾注にlt伺します v-完>0， 

のときは上菅トヲフ折、下層トヲフよ 1)進行方向|之対pして4企画にありますよ第

33図には J=IO(Je:tの附J における蒐v- の時角~~tJを示じたもの'~"j"-
も、ザ

1t~ (例加つ

1000 

/ 
500 

…一…ーいー………~……叫ん……t一一……と恥一一一
O 2 f'T 4S 68 8胃、、、、

一→1:¥

嬉 33図 亮1/の時向喪イι

前回の第 22国には ;t=o におけるロ1; TI3は令聞の養護と告を〈同じで

したがJ ど=0で与えた棲乱の波長i..-Jま 乙=6000/<-仇守した.その時は

大体 5D晴向ぐらいーで上唇トヲプど下管トラフヒ1主上下方向に令致しました

が、，今西lまJj= '1-200 K例，となっており 3 持33図からもわかるように，

上菅トヲ77J.'下帯トヲフ!こ追いつくのにー- j;=O ~土管トヲフ l辻本O{) I<忽

護れてひた一一一勧ゲ百かかってやます . ;t =.o から古......ケ g まち!土 ~v>o

す怠おち顕熱輸送1まい-0'e北向きてデす.ケぽ減上!こなつでくると，頃棄を輸送

lま繭向きになるわけちす〈克予く o). 嬉 2ケ岡京ぴ第2Z国の(lLV')， の

(1) 



宮方向からもわかるよラ!こ J ケ百墳ともなればン運動置の南北輸送も長盛期

をすぎています.ごの頃から江， Iま厳々弱くなリ，逆に1.13 1ま益々強くなっ

て，上下の E の _~0Jl.. も弱くなリます.工ネ lレギ-~換の謡にしますヒ

;E=O"，- ケ包 牛コミ:>p/→ K'ー-=>K時

x >ケ g ~今-P'← κ/ ←夜

ヒ工ネ!レぞーの来れのサイク lレ前進向型きにな石わけちす.

前回の L= 6000 k協の場合ぱ古=50時向ぐらいのこのようなサイク Jレ

の避がおこっています.外部から加えられる熱友ぴ埠擦を考えなければかノ時

商に商して完全な (p十 K) の保存系となり 3 このようなま互のサイク lレを

くりかえすわけです.前回にはこの凍れを〈統れ母)マ示しました.図示し

ますど，

戸→ p'→ K'→ K O.("t < T， 

'p← p'← K~←烹 T，くちく五

戸一ーャp'一一歩 K'ー令J<. T瓦<"tく丁3

(T，く寸hく寸弘一一--) 

=のようたE周期iま， 5"日"-'2.0日ぐらい(前回の L= 1，000 I<m の倒によ

れ Ij:" 5 gぐ、らい J 今回の L= #.200 1<視の傾It芝、ど/5"百、守らい〉のよラ

マす.相原きんは U，ど U3のjくいミEをさらに変えた倒 p てれビ Lをいろい

ろ長えた倒の喪験をうされました肘J 周期の大いをは大体上述のようなもので

す.

(Ct)~v- ヒ D ζ の関係(短い予報期向について)

1叫尺1. 1とムtVd3 ヒの忌4必ゐ侃ωろの時間愛イビ，Jま

3Z=一会〈お)+ S.d.p芯 ( 6. J ) 

ただし s ーま号=戦農の係数 ， え=内ー φaづく ZI- Z3) 

これは熱;Ij¥、外部から加えら札ず、〉また屠擦のない場合の陶禄式です.前回

の (4.2) に対恥.今回の要望~~lま s= 2x /0.21犯，Z ./l.ι2. mb-2にどってあり

ます.'/J!.表 Iまゴ=マ (Jdの北側)荒ぴ、 J=/併くお芯の南側〉にあ、ける (1，.1)

の右辺の各墳の晴向憂必を示じたものです.突事量域の北端!ま J=I に対~J

決1' 1ま似沼必~ f2Uら処車以 f?/J7.JVマ71，Kはが俗説C 初切符

で前回の〈流れq.)参照.

(12) 



南端!ま J=20 どなってj5'1) I ;s e;t 1ま J=10.5にあります.

ゴ=7 (Jerの先倒)単位lま'111./，

ーす言〈制V~ SA.t:>u5/a 

ゴ=11j..(Jetの南樹)単位は角地ヅ'

一会(~V-)，令 I ，S.t.p号令

会(z，-Z3) 

= 7日 I -2.5" 0.5' I ~ -2.0 

T=3日 -2.1 /.9 均一 i 

T= ~a I 一/・2 2.1/. 当/・2i
=ワ a I -0.3 /.ゲ i 弓 /.4j

これらの豪からわか;Qこヒ lま，第 33 図に示~札てあるよラに，長-WJ tま北

欄の~ckm.μ冷却、増大 p 南側の対必ゐ冗μ-1 1ま減少レます.すなわち，顕熱

の北町き輸送によリ，地 b~'拝湛〈説必ゐ仇Mろ( Z，-~2-)が約 2.8 侃増大すれ

ば¥せれば o./ ocの界湛に対応奨〉南方T冷却されます11.'} 5日目頃から逆

の事象刻、おこリます.結局丁=/'dから下コケEの平喝をどると J 久停も乞

ど同じようになります.第 33図]ごも示しまレたよラに J 丁=8"a暖から J

顕熱ば南向き.巳逆向~の方向 l之さを化かおごるこヒ!立 J 上述のようえt成&ゐ似品

の埼向菱必!こ対応、するわけです.これか単純に行なわれると，ひとつの展麗

期牲をもってきます.

前にも審ミまし7三よラ!こ w又 1立克予l立時向どともに持号を遍当に菱えあ

その計三子ヒなっています.いくら時向がたつてもは.j )の悦い拘

るわけです.

Cb) rvヒw(長い予報期肉について)

iニ述の倒は奪擦もな <I また外部から蕪も加えられない場合の誌でしたft~

予報期商を長くのぼ、すことを零，;t，さらに実際の犬気に lfrづおけるためには〆

( 6. I ) の商僚主主jご外部から来に加えられる熱のこ Zを汚5t石必要ぜ品りま

持金(z，-Z3) = ( ~ . ~と )21L
o1: ¥P 安ノ ( P=500....b，ムf'=SOl>mt> ， R=2.i?'Tx(o'"場d匂}

(13) 



す.熱力掌の方程式1玄

一一 7":: . R. dQ Ezr〈?tV)十 SAPω+でTdt 
「ぇ一吋 、(6. 2) 

まそ 1ま(5".・/(，)に対応します，長い鄭I埼の街全いてきこれは前閣のく 4.3)

9玄ω 々
d"C --- ~ 

〈ふヨ)

を潟去す否

をEら|て長い予報期商l乙あ、ゆるf1，

Co.LL) 

w (ι-3 )から

ハυ

ヒおいて

a 一一 一尺 d亙
汗(元i.!)十 SAPω+可 ZT=O

ここマ 37占三子 o の期係を用いて

こど在意えます .1?F..= eV =一塁与 なので
"e ¥f t.p 'd Y 

一会〈えが)-<';Af';l.之丞十五札
v百 dlJ I Cp cLt 

これ前五1子ヒ奇とを肉探ノずける宣言マす.

友び広の運動芳藤式の肉僚主主すなわち

!ま

(b. 2/ ) 

(5. 22) 

〈ムLJ.)i立近械的に J交のようになります.

fi:万

九
と薄え p

;1/ (ω)〆~
~ r、ノ-fl与

長=ωn.M:

-37〈初}一位三全斗(UlJ)， 十 J三返却
~Z;1 ，，~- ， f ð~ 孟 c台 d-t

ゴ(，.5)は瓦7!1kが、否ポ与えられれ1どく lUア)，すなわち上層の謹動量の

令舟が近イポ的にきEまることを示し J あるいは uV'ヒ否折、与えられれば苫if

の骨持政求まるこ~を示レています，蛍}ご -Av-= F ( (azr)，) または〈江iJ-)， 

= pi(fiV)一-一 戸lま戸vnc均九ーーーー と与えられる~，否を与え忍こピに

より/高!J及ぴ、 (UV")， t}I"自動的にポまることになリます戸 ( U 1.1')， tft与

えられると前蹄(S ecJ:i.<m 5 )の議論めように μ机が4 戸~ によ

る弛表面の角運動奮の受竣の令布がきEまります.すだEオっち，外訴から与元ら

れた熱Qの工ネ jレギーの流れく前回の r流礼EJ参照)

a →戸→ p'--.-時J→.)<→ ω仏q;-a1io九

の形町よくキ巴揺をれるかけちす.

n7J"ヒ〈立す)，ヒの鴎保

一若手初歩的芳えは J 埠=擦もなくまた外部か b裂の加えられない運輸を芳元

〈ム5)O 

を用いると，

(C) 
¥ 

前回!こI;¥:.，u.zr及V'亮1/を与えて否を推定する之ヒを議論しました.之こでは，外埠か

ら与えられる否をllt手軽j設にレて，それにイギラ江v"及び、若手夜来めよラヒするわけです.

(14) 

うせ



({，.6 ) 

AP 

その時 1まいわゆる線型兆した満援方程式は

=I-川Ap ""2 

<Ù~)ま 1500帆b

てみます.

莞L十 u.，設す刈=f(等)，

のω1f

ノ

(ふ 7)

ただし ヲ〆 lま 25"07l'b(ゐ問l.1 )の酒差，

= 500怖 T; . 

また熟カ学zのヨ首〈線型化したもの)1ま

-a~ . _..-a-h 
3τ + u，号玄十 1み玉子=SaF ωz 

両式から ωaを靖去すると

J 会(右，一足元)+時代-X~)+めいーだ誇).= 0 

"l1~ -1-
ハ S.Ap2.

(~I .; 

. (l，.宮)

ただし

この式は線型犯した戸動必afl.. V-O->Z立cuシの様存主主をす a これに

ーだえ)をか庁て..s..aft.(衆面支f向の積ii')の操作をほどこすヒ

す会(子混Y+ 吟(~/-ì(-A.) (s-."A2.場).，0 

ここ刊し兵の項を無視す抗〈実際には~ でない〉

1t，(弘一 λ~7を )=0

ヒいラ商椋式を商いるヒ

〈子す〉r=-Lす克$AP1 

青瓦=巧夜長

( 6.r) 

‘r
 はれじ

，
.
用.-を式

l

・採商のv-(きまーさす)一一V3f=-jt(訪)7J'~ = 

ー

!
?
;
l

一三;J(ll.V')，' = ーC" ~h 2. 7)え〈ム10)方 SAp2. 1.1 fl.. 

ごれ 似 体 の 制式マす. ({..9)の肉保式を(6. t)爪れるヒ妥

=0ヒなって脅己矛債を台こレま寸.ご.:Yl1ま (t. ク)に~の効果を入れてゃ

ないからです.レかし) ( b. CJ )または〈ι/0)1まヒもかく J ~l.I" ヒ (V-玄λ

まj三iま (UV-)， の大体の肉係を与えています.

嬉 34 図には Ull" の~の観測値を J 壊 35 函にはぴきの冬の分布を示して

一様l
F
 

A
 

一一旦布ゑ

〉

焚1);=咋(喜子)Apなのマ玖=青瓦
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第35"函 Irll-1等/F.Iの
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ゆ
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第 ~4 図 1'14-9年 (I1V正τt2f!)の

C/O't$-2ct-') V~ 25EWEF(f内規Z$-' cb勺

尺=地球の半経

あリます.療 36闘に lま嬉 3Lト図の uvに対応する否干の会布をのせておき

ました. (6.9)又 lま (/，./0) に 1;:1: iJ兎守義境されてい志ので，第 36図の

VTと比較しだすいために J 波のように単住の模事をします.

尺=地球の半程

L 子完=i.5Z=-i示三笠=兵ぉ
βAP" V'_  sq 4f SAp ~ 'dp 5Ap 

=古寺市計 (d.. :比蓉)

第34図からすi[(Ll.v")， 
求める待。に，第 35国の

〈子~\で代用するご L にし

ます (ulF)，の'17I..l1/)(.・ 1ま大

体 300/11 Iごあ IJます告で，満震

の北向註輸送((1J'~))の抗a札

(/'./1) 

を

d 

u ・、ぽ1。

lま 40ttJ '" 5"0 oNとなってい

ます.場 35図で、 40"/IJ~5lJDIÝ 

の3007丸b Iこt.>'Itるぴぢ

労ZM‘ lま/00古.A.ec-2C b -1の大

の

1___..._，.一一一一一…--十..--，-十

第 36図 /'f49左手 (J 月産ぴ~2ij) の

;21CRω♂子v-
9 

(jる〉

1726 

勾1ITx (3l(IÕ6~1 rle1t) 

( /010匂 5-1ch-t) 



いさになってお 1)J これを予言に査す主 J

( 6./2) 

これに対して，第 36 図の百7 の鴎~J す?の ..，Tuvt. は 1/.!r (>/y "" s-()・'tIlこ
あり F また 600仙の値は大体心(/0'0.匂 fiAC-tcb-I はつてはす.

れをすTに査すと

手寸

3.5:X 10・4 悦~-2，、u，、.，("v..ち)，

( 6./3) 
ヴ冗. fi..e.G必ず/lj. ，個、..，

~、，

( 6.11/.) 

者用いるど

4.2 X /0-6矧 AKJ

( 6.11 ) 

i守否支
SAF-

となリ(/， .12) ヒ芳えあわせ~ヒ

~ 

合流 ( /'.15) 

ど克v"どの i靖

~ 

ヒなっています.

しかし以上の議論はく在す)，ヒ v-A~の分布友がその太いきの大まかな誰
1史 ~， 正確立ものをはありません.

S仇勾~習は経験的事実をある程度導入して (uv-)
様をボめ.kうとしています.味

三一今(正予)，( 1K")， 

/ o ，=， / 玉石一 I "tHi I_~ 'ô h /"ヲ立一~， (-A:Zf) = 一一:~~ 7/ +ー免一一=一7~宮 f ;}1J V • f .~ d￥ :f ~ dγf  '~aχ 

((，.;{;) μd巧 -V3)'2Iz (l1a-U， ) + 

こ亡~は波のような温度風の商標主主主主用いてじます，

I oえ /f -ao. 
f d￥ f ¥ 'd~ 

これに対レ

<UV:)， = l U2 +(U，-U3)/2.) (.11汁叫ー碍〉ム〕

L官官h=(u.~-ω，-U~)/2) (九一〈巧 -VS)!z ) 

μョ-U{ 
リ
幼
時

従って

はすみァ CiTin戸一夜てu;=iI万-l.Lz尚一11;) ( 6./ゲJ

S島色leJUJ，悦l之お、ITる非公式講資 (1163与 3JO I二よ~.

(1守〉

9千



( 6./6) 7l:r.，:' (b.1ケJよリ

((お)，ー (EFY〕+4JL〈万戸 2U2(吟一九〉句
3) チ a}/ 【6.18) 

l (百九一(以)~1 ーム 4L(若手)= 2 v;ω-ll.a) (6・1ヲJ~)チ 3普ーム I

波l主流モデ!レを商い!駒大債市における長 d:1Jf5街地震)1:与〆

え，また :b/tHJ..f .及がゐ桝L31之s庁る摩諜カ F3及があ('''3 >> Fろ)を挙
入してバターンの輸さを教値的にボめて狩ました.聾初は M必伶ωの英軍喪主

同じよラにノωπdomの擾乱高E与え，モズしが時嗣 2こどもにどのようにな石か

を遺跡したわけちす.手-A21a伊qの教植実験では 20百ぐらいするど箭軍上不

雪量覧になって p 長い期向の予報~'~きな〈な。ていま寸.これに対し S桝.0.-

~ω~ のチスト lまいくらでもテストは続ITることポ可能になったようを

す.余識不すず門制活す・ Aλ~凶は筒t)' 2著モヂJレマも 2 放射，海面か

ら の ばrbaC<l77P民ぬη J之 よ 否 危d ;tn仰ザ.en.等机、れて 3か百危

1i予報した締果を O~ の会議~示されました.

ヒもか< S'7nO-~必ω匂!立教偉実験の慨を T=Iケ E から T~39 百

ま?のいるし¥O 1J'壁の平淘債をとり J これを突棒状態 ζ鶏えまレた.

T=19目から平均をどったのは，'Rぶμ伊 p 松本の数檀実験をも科れ

ているよラ I~ I T= 0 ーで ./u1/tl.必m.に与克た場乱ば /0a <"らいちまとまっ

?を事乱の中から，最も不害実な主主於時向ヒヒもに草越し J それ町一磁場ヒあ

石穫の釣舎いを保つようにな石わけ零す.絞って T=/ '7F1寸らいからは大

体J 盲依界に泣い棲乱の帽を与えて J での動きをみるということになリま士

4官の号電車産結果によると~ (6.:/8)友ぴ、 (1，.1'1)の指Jllを計算した結果を丁

一I'TB.から T=3?目まc'平勾す忍と嬉 3マ困のようになっています? 安藤

ー却tm2.Jeど1 ι !ま

ID 

第37図実線研-u.lJ'~けす db(おJ

時 Eif，-Uol1"3 -手会(あ}

骨 この園ば大体の*掃をiI'したものです.

く18) 

l(Ll1t)，パ荻:h)十j会(初j

長線除

(ド(窃軌Jん， -(ωE訪初瓜Uめ弘~3小s

ここで2主主Eしてもら Lい、たい蒸はJ

燕練の芳 lは立緯B麗i1戸こよつてあまリ 2震E 
イ花EレていなLい、ご乙です.これは襲

τ
 一

一
ヤ



しい壊の結果ちあって I A釘謹飽な解釈lごついてはラま L、芳えはあリません.

て謹くつをつけるなら
磁

r 

[ (LLli)，-(U.V')s J一正義〈おJ向 (UV')，一示会伽=伽d

これを習で微分したものがす~lニ脅えたらヒ思，います. gてけ微合ヒ鶏元，

す:Gヒ

J 

ー、. 
会(U.Il)勾 L4(お J'a ，--//  .~ f a'll 

この商係~ヒ (6.15")

i二若v' 均三宮〈若手)
SÅ~ "，，， - ()1J~ 

すなわち克子の習方向の場乱の代表的波長1Db¥"

巴を若ぇ令わせ~~こ

〈尋〈あ〉侍一歩お)

f s= 2XIO-2.悦?7ltp-2 AJlどZJ 

"，2_‘a 

同ムーヱァタ~ --7. 
SAp .... 

主なるような犬Lひ、さであ札札、lはまず令よいわけてマFす.

=;.μ0 

ß)-~ 700 κ 勿視z 

亮薪予ポAim.みvn.号》 ヒすれは

D '" 2000 κ 勾祝b 

たとえlず

ヒもかく近似釘には

(. UV)/ーはす)3ームJL(お)三門。 =ωwu
f a~ 

( 6.20) 

又一ωてえ与を一Q

をもラ-~著書いて#ま

』こおいて呼ます.

モ=~ .( 6.20)のように U71ヒ否v-ヒを商僚づ、げるど，

は瓦v 主ボめ~こピができます.

(dJ奇ヒ E子又は死1)-ピの関係

長い予報期向に志、Itる無力撃の鈎幸子いの主主(6. JI..) 

す.

--.~(研一色ど ζ(均十五五山 OalJ・ f <p{"~ ' .. WJ， I cp d古 (t.lI-) 

...L~三〈お〉
-1 -oy 

(6・5")を乞らにド微分し，今 (U7.r)， =ー〈河)，

(9) 

{ι20) より

(6.21 ) 

ヒいうことを君議す.

、

(弓ーョ ) 吉弘(u的，>>謁〈平叫jfk〈夜)，勾



宮参

、.~

るヒ

23Ef 長 (~)I 十〈均=一毒寺(妥) ( 6.22) 

これは否を与えた時の (iJ?)， の微分方程式になっています.繭光の議幕

?の寝耳干条件

くv玄)， = 0 

を与えると (b. 22) より〈亨~)， の習方向〈緯蔑11'布)の令帯iIX'求まります.

1)'~よりうE らに u:v- また菟否ヒ令布於をまってきます.すなわち

子吉一~ïiiJ ー→芸1)' =今戸s

第 38図に leI:百三の分

布f;ti'買えしてあります.事害

事案は数値襲験の樟菓守す子

第ao圏の月平噂(I Y'I. '1 

埠冬〉ヒ比べ )'V~ の

mO/t.. の緯度 (400/01戸初予J)

及がその例Q/X.の強度(第

35"囲下 lま3.5'i..1九 m;
第 38図守すの令布 この図 ~I立/、 O X. IO・5贋 .44C-z

の大 1.，'¥~τ、約 31量〉の犬

いさも問 U 大ーダーになっています.需~3~ 関の点線 l立( 6'.22)から求め§

れた要請鈎なもので 5ぬ t.iJlij.シ Sをあ か ら Pn(Sr > ~hJ へとかえた
時に曲線Iから曲線王 ιかわっていくこどを赤した4Jのです.

参芳までに子〒の図を癌 39図にあげておきます.実線lま数値摩書験の結栗J

第37函すTの分布

Aま犠.I1;): sZaぶぷ待Jj'i'S.工

の時F 怠練正 lまSll(SI>s'1I:) 

の時のものです.ごれlま

塘3ι 園ι上包較をEれるぺ

きものです.第 3b国で

6tJO mb "'fのV-Tの勿'lAI)(. 

lま15刑 ...uc-Idfl1の大い

きマしT:::..• 

米 この図も Sma炉~ずのえた正濯なゲヲフではあ吋せん.大イかの Eころを綾

の講蕩かううっしどったもので、す.

( 20) 



L 一 一

このよラに (b・20) のよラな荒っ lま。い近似〈瓦v-とu1iどについて〉を行

なっても J 少しのずれはあリます祈数値安駿の結果を大格説明づ、けるこヒが

でをEます.ま?と S伺勾仰向ふゐヲの行なった数値実重量〈婚 38図友ぴ第ヨ?

函ちの翼線)は自然界で観測注才L;苔事要をかなりよく表現しています.

ワ.工うれ lレギー襲堤式による表現

前節ちのべた数値葉験の蓋舗を前回の最綾にのべた p 工不 lレキ、一変撲の商

僚にもすが?つけて，もう一度くりかえし述べてがたいと思いま守.

(a) Q ー→I"pーゥ p'

このフ。ロセス!ま(6.3 ) ーを示~れています.すなわち

一今(あ 〉十川石十寺普十 A刊 =0 くア.t ) 

このれ lま〈 ι3)の天にさらに A¥J2l.という βdd守備ω仰の献

新しく加えてあります . (7.IJ J二 Iiをかげ南北方向(草方向) J二積分し

kものが，工ネ lレギー安換の寝¥1糸式ヒなっています.すなわち前回のく4../b) 

J::対応し，

-t P> p'J -t F，百}+lQ ， p}-~p)A}= 0発

ただ干し

i戸J A } 

1 p， p/}三

{ 15)夜}

{否， p} 

ー -L-lAZがAd.可SAP2. J fi n. v n a.~ 

J主令(芸予)cL1J 

百争(ま)S~ ~~ d~ 

( 7. 2 ) 

このような記号ミ } Iま前回で定義したものと同じものを再録した1芝、It"F

す. { }の事主義はたヒ元}ず{下， p'} 1まF→、p'ヒな石工ネ lレギー曇接華

E々表現しているわけてFす. (ワ.2) を

i否，予}= f;:>， p'}十 fP，i<}+1P，A}
主警け l-S.工ネ lレギーの来れは

(ケ.3) 

者 〈ワ.1)を SAf'可>;.朝九工ネ1レギーの単柱Iこ直してあります.また筒草のために以下の

議論では積4予言E宅1:::ついて)p についての雄介は省略します，

(21 ) 



千

Q →p， -→ p 

ωmゐi、京

前にものべましたよラに J 亨→p'tま向持檎環によ石もの，1:→ KJ主童4寄宿
援によるものです〈前回の 4蹄の lA>項置存命壊乙南存権識の項券暖). 

ヒころで外部から加えらかる熱〈掃て~.. W'tlWn切Z宮 p 北 ~ω-o-e;;ル手〉を赤道

から極の方に運ぶために，上下のトヲフの傾注 1ま梼 40図((2.)のよう 1~ なリ

ーます.又 l主上下のトラフポ第 40 国 (a.) のようになっている~)繋を北に涯

ぷ侍擦になっているといづてもよいと思います.えぴの分布lま類型箇lて示す

ヒ壕 4，0函(t)のよラで匂リ I S叩吋仰仇挑gの戦構安藤は第39函の繋線

守買えしてあります.繋際の犬疑中~観測されるものは，冬の側ヒして事 36

聞に志しであります.包もかく嬉40間〈ωの援誌によって否→戸→ p'と

いった工ネ 1レザー変換訳、お「こります.

/ご》¥
N S 

務40図 顕熱の北向を輸送

漢に F→3てのこヒについて少レつ庁加えておき托いピ聴います.~pJ<} 

l士定義により J (SふfW克)/SAf4の形苓与えられJ 一方 {p.p'}の方

は著者(お)/ S Ap1.の形下与えられます.前節の説咽マ lま

会(初) r..J Sムpw (川〕

ιぃラことをのべまし?と . w 二雄々近似してこれを克v:の歯敬て子義わすこ

ヒも試砂ました. く7.1) の w左近似宣言τrIi、をきかえたものが(6.22)ぢあ

リ， (t. 22) Iまく宵川長与を与えた御船方程変!こなっています，し

かレ J {P， K}ヒ ip，. p'} との向iま一般的!こ棋のような騎傍前あリます.

l{p.p'11>> Ifp，K}1 (ケ.5") 

( 22) 



これはむヒ克予の 1Jn向の分帯のちがひからきています.もろ少し審じ

てみますピ J 6 時~のベ1ミように 3

'd1JJ l' -. _ ~Ví. ...、ωκ ー壬子 ω = 一--・ムPJ V ¥ ""2 - a¥f ~r ノ

王立付命(U1t)， =ー〈符)，

従って

( 5'. 2.1 ) 

ω~  一会(汚)I " "(ク./') 

〈冒す)，の分布は嬉.98'図に示しましEように数値安醸の結果l土，一つの

門似.を #001'/，.... 5"OofJ J 一つの例仇.を 200/11付近にも"てUます.え集

中i之おlナるが宮の分布l主務 35"国!こ示してあります.いずれ舟南V型の事方

向に討する分帯をしています. (ワ.b )よ IJW I土意道付'.，3丘"F上界流， ;30 

W付近マ下砕詩f.J (，0''/11付近で主界流』きらに桂マ下降混といった 3細胞

"( 3-ωeÆ~白九〉の令布をします.

務41函には否壱の緯農令布〈健牲鈎なもの)に対するおの令布在員Z牲

的に~してあります.これに討し死j}IX第 3タ函の事号線(数値実駿〉からも

わかるよラに J 緯農に対して一つのド.

極大債をもっ単調な曲線をしていま

す.首従ってこのよラな合布をして石

ヒる ("A，v) (第4:2函 Jヒlご

~く=丸十ほ-/"0) ，元。:憶敬〉を

かけて vについて積分すれ1"1"， (ii 

一説。)Iま申緯震で~マ赤遁から

栓にかけで草調!こ減少することを若

え札lず，

1 P， P'} >> f戸，夜}

k いった商棋王fl(t砦勝!こ披露Eできま

寸.すなわち亙→戸の形で奇から

戸ヘ移行する工ネ lレギーの大半 li... 

予→p'f)苛向ヘヒ請けしてい石ことに

なります.

このようにtことを〈わしく書いた

〈之3)

? 

第 41 函 w ヒ V~

塘42図会〈お〉

下



f j Jl 

のは，エネ}レギー曇撲の主場からがれぽ tP.> p'}ポ fT，K }よリ大きいわ

lずですが J 個々の運輸については

一 考 (元町~糾お

ヒであるこどを強調したずったからです.すなわち〈ワ.I )弐守 t15.. p't> 
~ t， k}からすぐ

1-令(抑)1 >> I sムpwl

といった結論lま出せないこヒを強調したわ lずです.

(b)下→Y→K'

務40図 (a)のよラなトラフの上下の傾涯ができる乞 F トラワの前面で

砂が初~ CUJZの上昇(凶く 0)，トラワの綾面~' co-U 必b乙の下略〈ω，>0)

樹、おこります.すなわち ぶ瓦く o • 

どこ弓で熱力学の式(7. I )より京商交T耐の平均値から差をピるl::) 

--:dえI ~..' a l " . ~ . .， A ~:1 /)1 
;}t; =-μ百五;--v-玄す+$At='ω 十 Aマえ (ク.クJ

7三百、し「バー J l左京置方向の平均値~ I iダ、y シェJ はモれからの偏差を

赤してし、ます. (7.ワJにがをかけて衆両方向の平均をιるピ J 会 =0

ヒレて

ー珂ま?十帥夜十 Aおマ =0

これをす方南に積分すると

{戸， p'}一fpうK11 -f P '.. A } = 0 

r:.r三、し

{ pl) K'} =一定Jw克d1f

f t'， A'} = -s ~þ S Aお弓7cLy 

(ク.8)

(グ.'1 ) 

主二述のようにむ克 <0どすれば 1p'，ピ}> 0 す芯わち(ク・'!) 1ま

戸ーみ p'-→K'

仰μムm

(2.4) 



(C) p'ー→ピー→ K

前項 (b)ちのぺたよラな工手 lレザーの流れ，すなわち予→ p'→ピl立，主ら

lこー桜議の蓮勤ヱネ lレキ- Kの単加ヒなっていきます.

運母方程式から索百査官T耐の平均値を差引いたものは

33r十 E33:十ずさ?-Jh-33'+Avzμ/

十臼J=-33J十げv-'ぴ一
V
ん

A
O
ス。一μ+

 

ぴ一
-E

3

一円。
2主ーハ
'o主-v7./をかけて索商苛耐に平均をヒれi工，は/友ぴ、両主主にそれぞれ

kして

-1)誇十 A(同十日弓〉一d
=一会(蒔汁弓+A-(前十五百)

=(ω誇)3= 

上下 27曹について積分すると

(EF3t)I 十 (U~~~)3= 一手流+Aι(足立十五百)，，'
これを事方向!ニ靖分すると

(ワケi:l.-mb)1こ友ぴ、 ~3

一AV
一hr
一円。一
3

-

z

 

一
ω

/一ユ
芯'一

p

一
3
一ペロ

一
ω

くZ5'D--mb) l刷局t;2.暦モヂ、1レの時)ま

(ω普)，
ついて

(7./0 ) 

(7.11) f p ~ K'} -t K'， A } 

判
事

o

l
G
 

一
川
比
一

ud
a
一3

一山
「
i
J

ム仰一一
-
P
1
J
 

一kh
k
 

P
&
A
2
2

、

f K "官i

1 k'， A 1 = -slp S A (前十同)勾

ただ、し

i t/， K f} =ーヰJ石夜句

すなわち lP下/り， kピI}>0なので千L工ネ lルレキぞ、一の液れ}はま

p' 一一一守7 KピJ

!↓ i 
! 叫酔仰叫ゐ仇冗 i 

(2$) 

w-li.くO



以上の tb)友ぴ、 CC)項のことを前悼の数値繋草食又はモの畢約ヒむすがつけ

て脅え~と決のようになります.

ば匂 d.i1tω初 t のことを磐乏ないヒ(7.8) J志子支 ι況の商僚を表

わしています.すなわち ー

(ケ.12) ~O 一
吋
り

p

よ

A

)

 

ハ
b

o

十

件

一
え
一
事
〈

3
一3
で

一
孔
し

一
サ
対丸

市 Âp む~句

3

1
2
/
 

庄一
U
0

3
丈
d一ωr

l
、

十、B

，J
一U
7
3
スd一w，i

t

、
( 7./3) 

寸なわちく 7./2)反ぴ、〈ワ.13) Iま戸支を重して ，~ ヒ立予ヒの甫様式を

示すこヒになっています.前蹄 ~Iまジ克巳 E王子との宣4告の掬様式を用いよう

乞していろいろヒ議論しました.~ヒえ l~" ( 6.却〉マ示したよラな南保式

[一-::-:-::':-.1 I a 〈μlT)，一 (U7])3I 一一ーはひ)=ω初~.
3 J f d1J 

3ド姉定、 1立5完と芯克モら|こ w1i.ヒU.1子ヒ 2使!二わけて物事を藩えてみまし

た.これはエネ 1レギ-?J換で

予一→ド'→ k'

plー→ κ'…→1芝

~2儀!こ物亭唱E わけて完与え 1三ニヒに相苦します，途中!二 p/~ K'といった 70

bセスを金ませる二とにより F→官のずロ包スを理解したわけで‘す .(1...2り

のよろに 7.rii..とU7.iιの!轄係を査権主主める之とは，エネ jレザ一変援の主婚か

らいえば、 F→ー一ー→ .Kヒ戸から京への叢終的な答えのみを求めた場合

!こ相苦しています.

(d) K→ S吋ω 供えぬ九による CI1M争d仇

この叢綾の 70ロ包スは百についての軍動方程式よリ

ぐケ.11/-) 

ft Iま叫dAa勾tωi.-rm.の項ずあり

戸=~芳

主弘十よ(U:lJ") -f予=A何十7
2古 alf

ニご 1" Av2u I立

( 7.15) 

ただしては水平面を遺して物〈が必ゐnai. 必凶み

とれに江をかけて東面方向に平均すると， 会 =0ヒして

-f [<'，引-fp) K} =ー{丸刈ー{に先}



ただし {肝t=一命Su今(日)d1J 

f p， K } -:-* S u v d~ =ーキsw li cL7J 

{天JAト -d17JAE叩す

{夜p 引=一命STIFd.習

(仇/主)を審主主車レて K'→夜 ヒ克れたエネ lレザー 1ま

{ K'J K } = -'-t P， K} + f友}A } + f育J長;
すなわち

イー→?と ヶ一一→ μμ今回ぷd}?，

も ¥、お戸

ゆ M，oと一一一一一一」
前にも書い作よラに R→下の滑れすなわち{夜J 予})ま tP')K'}にく

らぺて小注いので， }P J) K' t "- ~ Iくノ)K }ヒいラこどを考えれli')eJ.d-1f 
4与オω必ル 1ま小注いとして，

大旨なエネ 1レギーの百売れは

ロ:ニ一千示J
ヒかげます.

祷5節マ示した数値安里舎の解釈をは

l 一 明← ←一地表面からの宵
上層の μV の考書散一一み上専 ~Lδ 一一争奪動曹の喪綬

といった来れの説明守した.本筋のエネ jレ号、-~摂てF は'*向のフ。ロ 4乙えにな

っている否、(又 lま 7i)による工ネ jレザー費者対小注いといラこ ιを示レて

います UlJ"の19(数 J ぞ丸を補ラための中管の土葬流 J 等は周じ大いさのも

のです1$，金要威での工ネ lレザーの増減については犬いきに違いがあります，

(27 ) 



ともかくこのよラなプロセスは)からぽ〉までを一貫して眺めると p 大量

なエネ jレザーの流れは

Q →戸→ p'→ K'ーバ→ ω伴ほぬπ

ヒじっ r:形をビっています.

卒女て~ I主主にモデ]レ実載を使い J 霊動壷，頭熱普の南北輸送の大いさ，そ

れらの肉捺を巷えて 1J.ましたが J .iJ!.厨マ 1土少しばかり実擦の大演についてタト

切から加えられる熱量 LlV.) 亮1子等の個々の蚤言告を砦えてみたいヒ思いま

す.本交中には沢山数式、1;，、守てきたため r かなり読みづ、らい員長おあったこと

ど思います.筆巷の延べんとす~主旨r::.Itでもす解していただ、|すれば、幸いに

恵、います(気象庁予報訴)

熱帯成層圏の風の変動
R.A. ETcLon: The Tropica.1白川tospheγicWf叫 FI仏cちはお0礼

( Evidence of iむsfeγma;ηerz.心yho祝 Ea.ァIier Da.ta.). \Neιther， I?6~. J Jf 

熱帯成層圏の嵐の東西成分に約zω、月の周期差動があることについてはノ

二三数年来多くの報告会?出されている.その変動1まJ 成層圏のある蕎藍で繍

東風又は偶蹄風水ーたび羊越しはじまるヒそれ樹、I!'" 15か月持続することをp

多くの調査はここ /oJtb:与の資料によるものが考い.この論文では / 170'1 ~ 

I?/'if ヰの Bαtavia.(606'S 1 /o'roo'EJの上菅探測資料 (VanBe:祝 meln.

/ ? / /; I b J 20) ~ Beアsonの資料(/デ08年墳〉なピ、の調査結束から，蕪帯成

暦園風の変動t賞、/デ08'........./タ/ヶ年の瑚にも/行札付近で権か l二起っておっ七こ

とを述ぺてい否.そして利用で註石賓料を輩要して，今世杷初頭慣の 60押zb

議長付近における嵐の菱輸を推発している.これは長期予報などでも費量な

資料と恵われるので次にかかげでお二ラ.

熱帯践層圏1ニ.t>け石60帆 bU1.5Km.)高農の帯状lil成分のおおよその措棒鋼商

婿世風の期商 | 需寮嵐の指向

l'?O 't;年z Jã一一 /?or~事 I g (ほか百)

/守/0年3月一一-/91 I年2.ld( 15か月〕

1'11持 4Jf一一 /7/持6.Jf (/之.0¥10 

1'1/t/.辱8!一一ー 1915年ワM( 12か月)

/'1/(，年間一一 /'fIケ与7if( 121J、月)

190'1年213一一 1'110年21HIヨか10

/91/管・ 3月一一旬 19/之さ手ヨ耳(/3か月)

1'113年713一一時 /71名辱ケ月 (f3o、月)

/ '11タ主H'J3- F?lb年マ月(12か月)

/ '11デ与宮司一一/ア'/8与宮耳 (/2-凸昔、月〕

〈境象庁予報靖 Jl、潜静雄)

(2~) 
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三の注意相関解析におけ石二 y

さ資
11:.; 

筆巷lま変動現象を僻析するために J 軍近コレロゲヲムの計箪を多少結なっ

て諒f.:.せのヒきニ 3 三戚じたこ ιを報告する.

χ 〈舌)}ヲピI(ω，χュ(t)はそれぞれ時間的に変動する量をあって J

藤内

( 1 ) 

χ21ま続

χ(t) = '1..， Ct)十 χ2 ct) 

とする.いずれも統計鈎には時商簡に史構 3 平喝遣は提言J まtつ乙I， 

昔前に互に独立とする.そこを (J)の自己相商標数11) 
τZ玄三7豆

=す九ICて)十すたぐて) くZ)

で

!

均
エ
平

日

閥

抗一一

γ
時

4
u

一
1

1

〈

一

均

H
A

一一
平

=

モ

勺

こ
足。J

ヒなる.

=忽，引いj記山)dt

もちろん純粋に数学的な主場ちは

を意味する.

1-，) 'X'Z 乙して lま)'J!.の三積類:tr砦元る.

なく J 実用上の主婚である.

{冗I(t) 不規尉で古川、愛勤J

χ主ct) 不規則~動

ここで不調則とは， ß..~てが?非常に大詮くなると 3 恒等簡ではないにして

も，宮古祖肉か、容に礎設するこどを意味する.

χ， )ま不規制ちはやい~動であるから) .pχI (て) Iま当 'Js.fx2 (で)よりはや〈

零に接近する.すなわち I -;(，のいわゆる栢商晴嵐lま ズzのそれより Jトマある&

従って ，x，の柑商時向より大きいてに対しては (2) のち坦務 J:墳は無謀注

、・I
J

4
1
L
 

〆
l
L

一.2

九(て)立す子九(で)

れて，

(3) 

ヒなる.

小さいてに対しては fXIの減リ方 lまfx2.よリ亀数ちあるのを，

の減り方はほどんど P~I によるわけて?あ否.

噛 二の場合のコレログヲム iまノ以上を総合して，モヂ Iレ鈎に Fi，~・ f の霊に
なる.もちろん大きなでに対してはノ国のように波ラぢな獄、ら減蚤守苓こ

(2'1 ) 

当黄色、 Fズ



? 

叫が

χぐ=ズ，十χ.z) 

め : 不士重別てき草い費勤

元2.不規則な変動

op ~安~/子

PUJ. 1 

一一一ーラ
-~ 

どもあ否レ J 一様に減蓑する場令

もある.

明らかに r 図の A部の減リ方lま

χIによるし B部!まコらによゐわ

iナマある.またさらに大ぎつ l~lご

いラピ 3

__.:l 

o'P ~...!::喜一
χ亙

(牛)

ちあって，ぬがどの華麗フ己中にあ

るかを知る百安になる.

逆に y r.i1.1 の型のゴレロゲラムを得たときノ少な〈ヒもご壇績の相商

時雨の裏なった不規旦tl~展望請が、混在してい苓ことになる.

スぞクトラムからは J 両着とも不規~1 の場令ノ兎わ It ることはできない.

「む (t) 不規副主量動，
(2) 1 

~ 12 (t) 必刈ルば必1または宇品4z μμばu;な疫勤

12 (tJ = a.ω 〈之江ft十 φ)' (S) 

の場合!ま J

'X~ 
fx:z (て)=

壬a.4cd1 2花子て

( 6 ) 

となって ，'X， の棺肉時前より大詮なでに対しては，

て士Z. l， 
九(てj24??ー九(で〉 zEマ'jaz附 2疋fで (ケ)

! ヱく=χJ十'12)

λo k 'X.， :不規剥な変動

A ズ2.正事主差掛

OP=X;/T2 
p←0.--一一一…~寸一一

B ， 

O 

一一一一ーラ ¥ 

ム? ‘・・・

fí~. 2 
(30) 

となる，

F々 .2 はこの場合の図

であって~ A部のふさいて

を!ま I f /:.町、余り大きくない

限リ，その減リ方iま%に

よる .f 1J' jえであると J 考

Iy.. A抑も波うつ乙どになる.

いラまでもな<， B部lま(マ)

で不注れる.

究2(t)前が<L1，i一戸均成2

すなわち J



、'1..:2(t) = '4 alω 〈之花子L芯十件ょ) ( 8 ) 

の埼合に iま，

/ 
fX2 (で)=τ7・す千百cd1之江九で

どなって J 上と岡藤にr

大きな T に討して F

χの相商の震動 1ま冗z

のでれによって定ま:Q.

η2・3はこの場合の図、

マある.

いず丸にしても〔り

の場合lま，大三なμ宮

となっても精肉は男容に

荘泣せず，まラつ型ピ

なる.逆に，ゴレロゲ

(ヲ)

. ::r (= X/十ヨこρ

X/ 不規則な変動

ズ2.:併比一[WUd-dムな変動

/ えO

B 

る一一一→μ? 
広~. 3 

ラムが F今d・2) 3 の型どなれ It'，(2)をiF:す少な〈どもこ壇のを掛ポ:共存

していることを意味する， 町 '~. 

(2) の場金 J~ ワースペクトヲム者砦えると J 当然科は主主続ス・ぺケド，サムJ

冗zは不重権スペクトヲム乞なる.
万三十 τ百

九(fJ=学い)十三苧含F凡ゐi/fげf
コ主 a 

=安全んI(fJ十方T子a;S (ずーが

、
‘ i 併、

C!O) 

、，JY
'
 

7'' 
，，E
、

こごで) F7!， F X / J p;(;z rま吃れぞれつど) X{， -:(z ご対す苔規格化注れたff

ワーズノマクトラムマあリ， れれば p..oz.cuの 5商教をある.すなわち J・ご

の場令ばスペクトヲムを計篤す石ことによリ F χ J27ピ土の存砕を知リ得る.

しかし f db?売をり大詮〈ない場合J この威分は F;;r.，によってマスク註れ

亡しまうおそれがある.ま?と，実際の昔車1さは平滑イじのためにくたヒえli'

T峨句の方法 1) の吋ωmblpまたは H仰 wωuf等)，消されてしまう

危険がある.さらにまた 3 スペクトラム lま栢期尚僚の戸内vlム必菱綾どして

ボめらオL石が J 実際の計算方|ま相肉lま余リ大きい.s.o.ままでは求められない.

$Eって(りあるいはげjの場合 J FCJt以 i.vl.擾撲の数値積分を行怠った結束

l立)(f 1)の結粟ヒ奏なったものどなる怠険もある.

(3)) 



そこマもとの X(t)を F何臼ムA 展向して p 展期採教を宣乗したもの，す

なわちぺり~ ~'ゲヲムをやってスぺクト lレとす~ごヒポ芳えられる.数式の

上~単純に白v.l.e1仏μ~をとって磐えれぽp この方法は正しいは
.ず、てFあ吾朗、J 理論的芳擦の持票lま吾賀鈎である 2λ3)

この内蓉を損金涯に述ぺるこ ιl立文献に譲る抗、，杏実的結果をもたちすこと

の直観的な説明lまな迄札ていないようちある，筆着はこれにつし、て次のよう

に芳える.

χ( t)を直ちに F侃ωi.vz，康嗣して得られた係数iま2 均f4.e.-泥uι内の一つ

の実項債に過ぎ古い.でご""E"何等かの平滑化，平均犯の方法ポ軍論的j二与え

られない隈り，ペfリ介rゲヲムからスハtクト jレを推測し得る根拠iti'、ないわけ

マある.重論的にJχhf不規剥蓑動の訴からな石場令 J この実現債の砂ヲ1.-

/.J...ln九Ab weルa.-~ )まスペクトヲム主一致するポJ 同時にこの平場と同じ

丈詮きの標準備差を4寄っこビポ示されている.丈tJ..'不規則袈動('1:，)tざけてさ

な<，がω.(..-μkd.icなもの(:r2) も舎を〉場合lま，度南保教l土問じ〈一

つの実現債に過ぎないが J この保教は工r に対庫、~石 X， (f) ヒ χ21ご対おす

る X，2(れとに分 It ら丸-9.めは~建論的のものちあるから J fx2. (の}孟!ま

~ι ル小uz.a.-φe をとっても同 U 債になるべきさ~あ否.すなわち J

{ )(2 (f) r 1乙イ証等善事響を与えないような J ペリ士 rグラム平忠法町考えら

れt.tければ、ならない.このこと折、苧態をさらに困難に Lているわけである.

相腐商教からスペクトラムを求めるときは，栢腐をヰミめる手続きl之原重両

・に平地犯が行なわれ p しかもそれは周期牲を持つ:1:2 に対して何導帯響を与

えぬこ tば，兎に示した通りである，従って F この方法マlまJ ぺリプ「ドグラ

ムに対するよラな困難きは衆型的には存在しないことにな石.

以上のように現在の鋭帯では J 三さ之上乏え主建建支え免兵ムA31ぷZ、

芝A足菱え三支産史護主主主主主児二・相蔚肉教からポめる方法 lま，先に述

ぺ"Tt;.誌を金めでかなり不満足な部分もあるsi'J - tt0、丁ル~の方法/) 等ポ

雄主されて Vる戸

~'-μ必txüヒの場舎の一つの特別なものとして J 活挙~ いう干渉縞

模様の場令ifl.'ある .r~;4 はこの襲倒志ある，コレ U グラムを歯くと J こ

のよラに明らかな千滞僚がわかるが、， z(引の記録そのものからは不規則委

勘九の存在により J ー離には干渉織の存在水明らか~ないて5 あろう.これ

はコレロゲラムの}つの要所ちある，

*' ，̂01)芳ドグラムの mιよ々tについては後に発援したい.

(32) 
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干渉、痛は単一の正弦波芯)ま表ォっき ï(L ない上に J 不蝿具~変動分も加え3 るの?草
スペクトラム村めても J コレログラムほど一般には有効でないはず、刊ぷ

まり干渉4英雄か石かの戸crffiJポむず、かしいと思わ丸谷，

(33) 
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二益 l 少 J 

f T，(t) 会E陶にわたって存在する張勘，
(3) { 

l ::;(2(t) 会豆腐ではなく，その中の一部1:， "'-古，十℃のみに待在しJ

続討鈎亮地から丈r ヒ全く裏なったま勤

ここマこ(， Iま在意の夜勤をある. χz ば鳴らかに足場主牲を 4きたないお~ ~ x1..I 

χa両着を舎めた工に対し棋械的に粗肉在京め苔の1Jf，遁樟行なわれる操作

"fあって，乙の場令fラなるかがここでの向題である.

いまヌこ〈寸Jの警C1謀肘かなり長い時商Tにわたってあるとすれは〉

. ，.T 

'X{t) x(t十王72÷よか，出丸付+で)+らct)X;z白十で)}“

宮司二1的工t附て}加平 A1(てJ

~J言、し F

. rt，+T. 
似て)=To J

t
，χ;1 (tJxz (t十て)rlt 

まi::， 

子 zT十手ん(0) 

いま |て1<<TD 

2こするヒ，

fx，. (で)~ _Az (1:). 
A2.(O) 

~あるから F 以とを用いて

2 h a ( O)  
ん(で)~云ト fX"， (でj 十「三~' f-x，，(で〉

~~ L-

従って形式街に

主?辛A.2(0) 
日(f):::すF:c，(ヂ)十 J手ァムー fx.z(れ

を得る.

上のニ式から J

(ll.) To附丁に叱し余リ小注くない J

(bJ 丈l.{むの}.f?ワ - A~(O)b't' かなリ大 a

(C) f;cz{で)または Fエ.i(かがかなり大

(/2 ) 

(/3) 

く/1/.) 

(15) 

(/6) 

(I'[) 

のいずれか樹、靖たきれれば，相肉または又 Jでクトヲムに対してJ 部分的に捧

在するつら〈かの帯響説、表わ丸るこビになる.

(84) 
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♂ . ‘ て官t 

- 〆. 

(a)の場舎はあおl'Ud~あ忍が，ゅん。くC) 持に仁C) の場合!ま実用上蜜・

撃をあろラ.すなわちJ わずかなE向に罵期性愛露骨~ある場合 J 逝当な τ

または子に討し て はJの条件a"JJ.たきtL， 亮か17上全体ιしてその周端品

賞存在するよラに見えるこピ肘ある.逆に，榎直筆並立ζ広三三之上乏A!
じ長笠貫費民主主農と只江主ι悉象全配法主之乏投里費生愛車受
~民主ほ盈強三弘主i〉・ t とえばノ F;'，・ 4 のコレログヲムは鈎2分
商め設言動記録を用いて繕られ?ともの~あるÌl" ，記録を 4等分して解析して拶

るl:)第九嬉3，第4の広向からは F.i，..4 ~ Iまなく ， F-i.1・3 の曹ポ毎.

られ，第 z の E向からは吏に鋭い作る偽A のく 1) か完;'G の f~.'4 の種訴倖

ら札ている.な~;読録を~た官けでは，梼2 の E向 l三干渉縞ポ存在するこ巴

がわからなL、場令~あっ1=..こ汎1ま不規則なヱ，の帯なによると思わ北るJ

もちろんいろまでもないことちある.afp:わずかなJ!:I制百他ヒ翼なっーだ誕葱・

:;Cz"ho."移転するl:J 主の条件前みた這れなけれ lず全体とじてはその襲撃)(}:.:マ本'

グミ~ ;tt J さらに，全体~L-て存在する -.:(1 について~I}I-ゆ前められた栓賓が
与えられることにな~.

ぢわりに，計簿の犠いろ‘いろ湖毎助いただいた』百本工 81'1社中村安応'.)

提象荷挺所測患研究都間金正信氏に深く謝意在姦する茨第~ある.

主献

1) R. B. a...e必~仰.d. J. W. T~ : Tk阿位以J:UVm.仰 Zザ
'P01.JXV乙 Sruz.必叫; Pen兄ll-'Pu1..iムd必W，)J rN C ，.} N. Y・) I守58:..

2) 小河原正芭 : 時系列論とその施、珂 p 応用総督学J 第マ輩J 克誠唾世腕，

路和之4辱.

3) 赤池誕次: )，0ワースペクト lレ推定法J 工業倫苛講A不揺期損輔の禽営

的解析J 文部省統敬荷』蝿和 3{，/j干.

く属議樹艶脅tl

(35.) 
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天気と気候の未解決問題

R. C . Sutc I i tfe ( De+ectoγof Resea.rch f1e，teo-rolo普ica.1 Office) : 

Unsolved. PToblems of Weatheγ o..nd. CI i官La.te.Ma.γhεObseγver， 1%2. 

，. Iましがき

天崇之気候の研廃は損壊学の分野~あるポをの会部ではない.質象学ど

は地球大誌をあらゆる観点から宥覚する挙向~ある.大賓の組成・でのイ巨撃
的牲普・官 ~i;'よぴ人工の放射能 3 家、守工場からはき出注れる煙およぴこ'れ

J$.'蓄積・移動・ 3首散する方法ノ担衆ヰrの昔のちん liO
; 紫件線・可視免線・京

外線から無線放畏までのあらゆる遺類の瞳滋波の Tさん It')レーダ-~無線波
の雲や降水からの反射の特別現象等.

長象専iまきらlご今くの迄笠j出塁象一一控の芭，畢，コロナ J 散乱，屈折J

図材等.唾窓虫2基2章一一主主しい穐魁ばかりマ 1まなく，事費藩な空中瞳位J おfざ

3やかな夫慌の時でも機械に境われる宮地電菰.左墨主筆!三金立蚤特殊な現象

ーーたピえば‘約 1:古マイ lレ上空て予選議文グ 1) ーンとしてのす「ゾンを梓石丸1~包

惇効果 J イ方ンJ包J 介ーロヲ 2 および無線我借着に以前から深い商It'を持た

丸ていた意識効果ーーなども令んちいる.そして最近ばカアセ Iレ，ロケγ ト

およぴ人工衛藍を潤用する人違によって調ぺられるJ:"うになった.よリ寄唐

に進む~ )長象学!ま O いには宇首耕苧の領域ヒ各訴すヨs. 
疑象噂にま?けるこ才tらの難解な海内はほとん ~"ft天庚と畏候を左おしてい

る.岡英関探ちは宣容!こJ また者益古橋報を得る方法ヒしては商持鈎にそオt

ぞ丸彰響を時っているのである.

殺って担金な呉象学若ヒ噴き金な気象叡(WeaJ.説Vl.A1凶;n.)ヒの向に本事量的な

栢遣はないの"fi)ここ守|土詩更の人に対してマはなく J すべての人々に ιっ

て量撃な諸向題について 1 その中の 2----3の童家な向題をひろって説明する.

第lに地域文提の大槍壊J 務2¥二Jンド|ずかりざな〈柚の地域ちも起こる

季節風 L大矯模な借壊を惹味する)について~ぺJ 第 31乙|ま毎百の天気圏上

マ視しまれている蕎・偽拭圧についてJ 第4に熱帯の海洋上苓発生する禁事長

低気圧 J 景後に強い南どひょうを降らせるしゅラ雨ヒ噴南について述べる.

最近の研究によって明らかにされた=れらのことを簡単に説明することに

よってJ 今犠の向題Aまの存在場付?を示モラ，

2. 大費大循環

(36) 

， 



~~きる花、けたい筒襲から J たとえば他の遊軍からわれわれの向睡をながめ

るl:;地ままの表面に重力によって菌更さ汎た混企馬体からなる円形をした邸

のからのよラ芯ものを亮ることがぜきる，この摂体広太陽か 6t、石ひろ江熱

を更けて J 槽撞な対米蓮動をしたり，また海水の薬事ぎによって水蒸気を護得

しては J 南や脅 Zしてそれを落したリして， 7l<蒸気を遅ん「ぞいる.

この対~董舗は確か!こ複雑マはあるか、/荷地位をならして取り献を p 王手均

をEれ Ia:J 世幕前な非常!之競着な柑構ポ現われる.これをわれかれは文民大

循環ι好ぷ.

大気犬循環のいくつかのモデルはかな/)昔 |ζ 作威註札ており Ĵ規模な草

越地上風の満れの概観は船舶が世界一粛をはじめに頃 iご作られていた.

近辱!ま帯夜潤失事官をif;.く使用するこヒによって 3 対米国はもちろん或替薗の

喫源くまで， 3茨元の正確な世罵風来図折、作られ 2 ご、〈曇止を lまロケ vトを

使用す石こ ιによってノ大畏圏の」二障に及jぽlまピの蕗々藍における誌錬m得

られ)，5よラになった.

このもっヒも顕藩な特徴lまJ 接近 /0与商lご初めて地図のよlご香港三とまれJ

ま世話金I二|式調査"i:れてないとアェ vトストリームである.

ふさ定前線に持って J 小規模な，地域も限られたジェ、γ トが時々項われる

こヒもある前y 亜熱帯Yエゥトおよぴ極前線に梓うヲェ vト!まいつも存在す

るこ巴が、最近鳴らかになってきた.

両千本ども p トロポポーズ近くには2本の顕措な嵐逮援強域決、あ 1)，急の

戒暦圏~lま J 天気主 1ま商守義的にしか害事響を時たない面温のジェットボ存在す

る.

世界各地における犬気の探測はp 予測されていなかった新しい者癌をした

り3 天気図の主にそれボ新しく書巻込ま九たりすGので J 境象袈!こビつては

魅曜がある.しかし科学着はこの向題をもっと張リ下げて騎究する I世襲訳、あ

る.

お~まかに言え /;f，令日の借護iま l 年前のそれヒ周じ<?'ある.なぜ、ならば、

大気甘み〔前より暖かくなったリノ湿ったり J 車く流れたりしないから p 借護

者左右する熱や水蒸員宅向運動量の損得lま/与前と周/.:，'~君主えられるからで
ある.

いいかえればノ平繍攻、態申定常状態ヒいラもの於あるがJ これを莞金に差

解して，この定棒状態剤、いかにして緯埼注れるか J 熱〉や水蒸気〉や車輪霊前ど

こをどうして与えられたり失われたリするか J 着地街不舟衡の侮渚のため，

こ札らの諸霊前移動する械構哉、ど、んなものマあるかを説喝しな〈ではならない.

(.~ワ〉
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害言語鈎 I~ 完全l之要解す石ために lま J これらのすべての遁涯を教式によって

薯詮あらわす品、裳ずあリ J モラすればその解政大気犬猫載の基礎贋賓とな 1)J 

畏4養学謹諭の嬉 I鉄棒ヒなるはずマある;

1¥.長大橋環~に掬じ:てもっともらしい説明をじ「とか遺:教科書l立無教にある

JJi' I この基本原謹を載せている本1ま岩燕"?tある.

戸がεす〈或柾の~d..獅〉ぢよぴその他の人がおよそ 35 昇前 p 平場
結壊は理主望台ヒ ιて取 1)~長う場金の砂説明守、き苓之ヒーを証嘱いて以来 p 乙の輸

措について非常に考ぐの知識、官加えられた.

-煙突から出る涯の1t.散は空売中の小堤模擾乱の説明をすることなしには記

述するこビが不可能であるよラ l之J 比較鈎小規模な運輸を論じないで 3 犬壁t

太借載の工不!レ手) 71<.意提およ rf輩動置なピの~掃を説明するととは?をE

ない

大安t久婚環の基本尿き習をラちたてる向題 lま失綾掌の中でもっとも萱著書なも

のであリ J 十分な教の有能な学希~康予核〉守守菅生淘の，樹題!こまI ~きずり込ま

itな庁れ)，f，この向題の解実は晴向の肉薄~あると信ずる

言E要な第一歩!ます?に踏み鼠tされておりノ騎l亡アメリカの荷蒐若輩J 中ち

も?必角的~ s例，().~功ωゐずによって着々進められている.

じかし埋論は複雑であ IJ} 教浮ば骨が祈れるし J その議寧1ま叢新式の電子

督賞域によっても 3ゃっかい T あ~.

，、

3.季静粛

~静 ι いうアヲピヤ諾から取って J 最初 lまアヲばヤ湛J二の季節!こよって吹

く嵐に使わ札た 4 タ'2..07'lAbzn乙 M ヒいうこヒ iま、iまF その犠大規模な季節愛必

)乙対するー離鈎なこヒ l工、ヒして使用されるようになったもので F 便利なもの

'"fある.

亡のこと 1:'1ま埼菅直ム替で J 名平裁で l主面から東へ，要半芳許可~ Iま東から酌

へ緯壊する醍!こ4をわれたこどもある ff\， この嵐 lま或在~いラプヲ淳グリ一緒

嘆の乙ヒマある.

換象蒙lま犬薩ヒ海洋の蕪的相英によって起こる地軍備持牲の孝時接俗 j之対

してこのーとビ lずを棲用す~.

書官接 lま気底ヒ壷4きには商標な<)語援による探犀接イ包ヒ緯ずついているの

~)緩貨の上監 ~I主語圧ヒなリ J 態按の上空では枯圧巴なる.ヘ

熱帯港洋上にある曜疑内の地上境庄が、2 北栓海上にある募妓の中ので才Lよ

り蕎It'北ぽ向癒はないのだ訳、契擦は反対なので採録牟の中 1:.:非幣lと議つた議

( 38') 
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論をかもし虫レt-::.• 
提圧弁掃の肉薄において J 書量産による疑正減少lま常誠ではあるが島潜在下

替の佑正よリはむしろと惜の蕗涯と商遣をして薄えるピいラこヒ折、非常に董

事なことーである.

対流風上替の嵐~'J 極付近の理主冷地方の上署低匡域の周囲を佑究正栓!三回

る面嵐~あ~こ X はこの緒某~ある.

季節風槍提がら前提して J この画風前樺'陸の温度差の季節書~t\tによって
いかにレて特注するかを説明す ~I監事訴、あ苓.

海洋の温.~量犯 i才善事向を重りて併なく r 震における余分の百勲は接い素面

識くの中!こ蓄積さ丸る fJ，:') 陸上~Iま J 衰のこの熱蓄積!まなく度究中 i二翠ぴ蓋ら

れるの守陸上の空気ば要援か<:)冬憲治ヒな否.

このため J 嚢jま地上気圧力f佑く J 上曙貯蓄正になリ 1 こ丸に嵐のカ撃を導

入すれ lど，地主 ~I主戦東方ぐ〆上管ë' Jま震を散がみられるこどになリ p 満足~~き

石力学的毛デlレを与弘る.

インド!こお庁る賓のモンスーン稽援を府挺することは非常に興味来日ニビ

であり J 嬉 l図!ごJ 地iニヒ 200ミ1)パー lレにおけ石滑れ在冬ヒ衰!こわけて示

した.

アデン主膚にまずける賓の強い乗車まiまイン F の地上南西風ヒ周縁季節減~あ

る.アデンを遁つでほぼ南北に切った4耳の断面簡をみると援犯の雄子ポ詳

細にわかる.ワ周の上層東風は3;、エ、γトE似た構造在来してい石.

世界予におけるをンスーンの ~~J土究縁拝表必の代表的なもの~あ 1) J 地域

によっては之の袋犯によってかなりの場等を与えており，荷に商障ヲーロッ

Iマ1まモの菊響以上のもの氷、あらわ札ているよラにさえ思われ石.

物理教専によって与完られる大累積援の華街護論マはモンスーン菱犯をあ

る方法マ菰令する必要務、あり J ごれ樹、鬼成してはUめて予報上教主つよラに

なると砦えら才L石，

亭締嵐のl.fによる栢実の彊由がわかリ，さらにこれを予測できるよラ!こな

れぽ偉犬な薦制於樺られるこヒになる.

4. 11&費圧ヒ茜気圧

夫事t函に iま粗対的に与を圧の借し、 1.~E.語い区域ヒtìì.'いくつかある.

主題の持|三商する論文に肱 J 佑気圧についてはかなリ注意を払ってひるも

のポ智い.奇襲そE域は p 著書~爾がほとんどない沈降藍疑からな.る地域ビレて

カ淳鈎には佑正域より簡草~はあるず F 佑疑圧に!JJj らず重要で興味源いもの，
(5?) 
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告は1 ~I歯祇圧とは態逮l:: 原J$'~ わ 1) J 寒冷な乾燥した空択が溝机~む地域
主定年えられていたボ /1/デ与に ，Iレヴョニー学習長の人々がをの構造を取りま巳

めて J 有希な他気圧モデlレを !E.;1j曲した.

このモヂJレでは前線によってわけら札1を寒獄と暖気ポ南側に来れ込んちい

る，働按正 1ま寒気ポ暖域に突込み J 媛矢を」二写字ミ~t土て(この結果重~爾がを

~る)~躍長t!:貰を4奨わる大規模なラず巻註ヒして請かれてい石.
地域主T軸のまわリを面転する ι，控貨はそれピ同じ方向に地味!二栢封筒に

百乾す石の守備員圧牲循壊を生ずる.

(40) 
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このモデ}レを使ラヒノ系統立っj三天境解析母?でき/奨際の天気予報島広捻峯

な利益却もたらされo.しかしこれは見金に盟主主犯された力学壬ヨr-$;事曲芯

〈・1 境教を説胡するビいラよりノむレろ記述するためのものをおそ砂土軸

第二茨世界大戦畿の数与肉1こ実際の他境正方単モデlレh，'作己免震とlJtこ批瀧

差壊な前進であった.

このモヂル!立近代予報に貢献するところが、太速し吾輩瞳子説集櫛e・5街吸

を得て手軽度したカ学的予想法を作りあげた.

このtデlレlま勇軍・緩提肉のシャーずな斑を幅広い転移帯一一嬢庄帯電:蟹迄

換えた鼠てさ諭様ヒ疑固による初期のモデ Jレビ}ま違ってい石.

このため不輩椛面のカ苧に代えて r童続流体のガ学ガf俊える.

この結栗よりー桜前なものになるヒピもに，イ色気圧のま建在意元石とをa
jX高境7f毛デル乙な石.

最近三次元解析の按婚が裕度し p 犬をな解析中垣-"E'1主J 世界申お足並耳鼻輩

そろえて r地上天碇図のほかに 700)5"00) 300) 200， /00ミliJjJit-.~ま

たはモオ1以主の等正面ヲミ提図を作っている.

h力学乏ずlレでは地表溝ヒ翼庄バターン|主詩文動をなして主主り J 蓮J:場.jlt:捷民

婚の半議長面にずれたところにあるヒしてνる.

静方学の方程式によると 3 溝長場iま二つの蕗震における気圧喝の'L，すな

わち嵐のシャーを示しているから y 提民と気苦を波勤の柱根差lこよってf 下暑

の牧東ヒ上替の誕散~折、一致 L) 系金体 lま強要t圧のもつピも本嘆盛f~主騰柱を

すべて与える宮勤手当蓮縦横となっている.

下麿e耗散し，主月露<:，J広東しているよヲな砲の婚所ではJ 盈廷はま帯して

乾燥湛援蛭気ιな IJJ詣民正モデ lレを与える.

相;m'起っているかを知石場各およぴ苛算によって予想をtてる場各にtt... 
筒苦手な力孝司三ヂlレポわれわれの理解に犬主主な助 lナとなるけれども J この毛ず

lレで省時している前線はあくま~実在する色安定魂象であリ p 従来モ θ格設披

lまとんピ薄紫注れてなかった乾舎 y トロポポーズ¥成層圏.6ょがジコヱ?予定E

どに商遺した争くの興味あ否特牲をキ寄ってい石.

構造を涛2図に示す.第2函丘l<t寒誌のj二を援決ポ滑走上界するといラ概

念に基つ¥、て作ったものである.第2図b1まトロポポース、、の割札百J ジェッ

トの中1也およ(j¥'雲の多い上昇空気の前方で乾燥空疑tt反対に，法降している

穣雑な力学的構造を示す叢近の嬢測に基づ、L、て作っ k 国~ある.

広範な編圧大気のカ学の中に詳細な〈小規模ヒいう意味も告まれてUる)

前線力学者定時ち込主、こビボ量撃な向感マあ石.

(41 ) 
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<a.) 臼恥糊;紛n.a.R.ゐ刷向f

日手 2

b.熱帯イ色気圧

W'"aJImt 副n.

熱帯低気正市議南を降らせる Iナれど、も地域 I~よってはすを警をもたらす〉熱

帯砥保証lま混華僑気圧ヒ央還した鼠を費っているが、重っ1三鼠も今く J 要請簡

な説明でも遣った定まをゐっている.適時他気圧は卑.a豪廷が流れ込み，をの

、 i旬に巻き込んでラずになリ〉炉すい不事史な転移層忍4寄っており J 大詮な傾正

活動!ま風の港き ÌJ によって J イ底喪圧・蕎与tF.E ヒ噌lずれ~.これに対して，熱

帯拍毎丘は生直方向の不普足によって手長生し，降甫によって拡滋される潜黙

によって育波注れる.性らに婚披左持って必リノ私生にiま側外なく暖かい海

(.:乞マ。Cがjニ)を l世事ヒし， -1也の無件ポ埼廿でも J 湛の温良1N、わずか教農イ晶

いヒ帯生しない.

捧時以外の地方においても J 犬究に対する熱佑の菊響iまゆる tJ\せ I~ できな

い.といラの lま犬荏治岸1f1ま一徹に兆に進Jf，日本々カナゲまを直蒋の菊響

を及 lずす.また瀧椿他気圧に lま熱他によって進路 b't'~わるもの訳、あり J アイ

スヲンド近くの他負正の中It'前一週向かもっと早くから J 熱帯にある八 J)ケ

ーンの方に違続的に進みはじめること前ある.

とれば，理論家!こ乙つては解決をせまら札1三肉題であり 3 調介働には僻ま

されてはい石ポJ スバイラ lレ状の碕域中韓矯レた沈降控畏からなる内揮の暖

賛綾(蕪イ告の醸)などの構造lまま 1芝、数学歯 lご推声[~きてない.

争くの損害をし1;1:"しlず費ける国々，碕に市国，日本 3 旬農拾よぴ7メl)カ

などてtl立正確な予想をするために非常な努力訳、払われている.

領象衛星ガn喜重量す札}ず):熱橋前、誰生しはじめるどすぐ 3 弱い棄事佑のころか

ら写真をモろえるこビが、ちさるようになリ 3 こ机lま最大の潤溢を与えてくれ

と5 であろ~.

(42) 



6.しめラ筒ヒ替南

蕪帯マ発生す透ハリケーンlま擬絡め潜熱によって脅威される金壷不安史の

吟しいあらわ札-e'あるから J 地家上に一時1こ ID個もあらわれるのはごくま

れ?を，すぐなくなる.

巷這のしゅラ爾ヒ強いレψ ラ南~ある雷雨は耳棒普重に起こる現象をJ こ

れによ石雨量lま世帯の降雨替の大智令を住めてじる.

暫爾の構造陸隷符税J レーダー』ヲデう¥'.γンデによって詳細に荷党主抗，

-特に撃の申の水蒸疑萱，降繭によるきl きおろし ~J 蒸署長|ζ よる冷却によって

起こる強い寵降の性信などはわかったが、，諸E滴大黒中の垂直不*突の栓墳に

ついての基本佑な理論lま前世縄に寄られた基礎鈎致暗からず歩も龍遺してい

なじ.

告;度による風の表.ft'~*常!こ大きい~ ，ぞ~成、対瀧来をゆ前めて破域す石
といわれてい奇書cストームポ岳童苛向に置の強いシャーのある前線棒e}よ

〈誕生す否の~，来線す石ストームの力学毛ヂlレ lま嵐のシマーを l怯要ヒす否
こ~iI¥'接近託、められてきた.

ひょラ lま告から叢も破壊力の文言Eな魂象ちあ 1))山火事の惑札ポあ石場体

を除いては啓発よリ聾零マあるヒされてい t:::..しかし革主主~Iま，電先の芳郎、

送電線の事故中無線禽撃を起こすので，その量零性ポ強まってきた.

架線方向4察知機2 曙先力ヲンター J あるいは人工衛崖による観測によってj

怯事中の曹甫を輩続的にモエヲーするよラ 1之江れぽJ 原則鈎にl立孝之撃に対し

てえいに祇主つ守あろう.

マ.大気の熱源

丈畏大信墳から小規模なしゅう南まで簡草に説捕しj三部、J これらのカ学薬

v はそ礼ぞれ大安藤濃の複雑な組8子会わせ械構左作る単位である.

太陽から短波長の轄裁前入荷して，地上から壁崩へ長波長の語勲章て抵てい

くまでのエネ lレザー農薬遁程において，モのかずかなエネ lレギー訳、天気守挺

候をま足する誌の緒壊の機械的エキ!レザーにー暗転換される.

この櫛構}まある程度の正雄~をもって説明守主Eる~)力学的な砦iご慕1J孝
約定護請を満足注せ得るモデlレを完成主三せる荷宛を枕tすなけ礼ぽならない.

(福岡管E捷象台 香?原信義:)

(43) 
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長期予報技術検討会を省みて

柏原皮書

「長期予報技術按討会在者丹て J ヒいラ題~何かないだろラか? ヒいう

稿集着;からの両政頼if'すIJ¥'I 経接も業く，葬弁の身で，礎長か蕃き) ~首レて

は書きして見ましたポJ どうもまとまった義見を述べる吉信はなくなリまし

た.従って官常威じているこヒ~，二三の舟望を色世!亡事かせてもらうこビ
にレます.

穂署員 その一

長期予報のゆ詮方にはいろいろある芦ろラヒ恵います.ある人iまJ 莞象礎

壕そのものを忠実に梗繋し J 吃の申から，規則粧を見出そうヒしますしJ ま

)三他の人は，ピんな方法でもよいから J' ~亨来の援来型を-予想して)~札から

天候のほん訳志しよラ-ι言者.1-)・ます.もちろんこれらの人々 も J 前着は丈資要

溝のことをノまた犠着lま提象場象をのものを無視レているわけではな<.)互

に商遅してい否こヒ l主党分説、めたラえてFJ ヒる芳玄乙してF 力点の置き方t賞、

童ラヒいラだけの謡"'0す.戎在われわれ封若葉樹に手鞍を行なラ擦に!ま，こ

れらを涯を皆したよろな彬ち狩なっておけますポ3 長期予報技術にIct.}こ丸ら

の有機的待舎が非幣に大切なのマ i主涼やかと恵います.といラの}ま y 司法曲者

のことではなはjさ申訳あリま性んおJ 妄期予報上向題ヒな石ような天候説家J

克巳え)t'長期!こわたる J はっきりした畠遁p 佑遥J 長南s 千ば、つ等jJ.'犬繁要

拠くの要鳴き〕ヒ J どのような商採にあるかを J 礎実に知っていないためJr申

書奇型ちあ札ぽ暖かい j r北欝型下あれI~"寒くて天捷は寸ずっくJ とやラよラ

なJ 単純な壬ず、lレ鈎培叉方)こ支概され}繕ぢ守す.従ってた乙元将来の平場)¥

ターン抗、与えられても y こ札を天候!こ|まん訳す石技術'(X'未熟すぎる.いいか

えるなら J1")蓑期予報j二向題ピなるよう江天候項象を要解する椋観気象の知

識lこヒ I~f'しいということになリましょう.ニ礼らに期しては J 建先輩の主総
な業績枚、争くあります剤、3 票はこれらの天候現象をラまく議鳴し得るよラ仏

本費情零秦加、何"Fあるが記知るこピで J 今後乙も J 長期にわたる特異境象の

解祈を徹滋樹におし進めJ こ札らを積み上rて・J 技術活全賢の夫還の知識、ヒ

することtJt.')畏非J見、曹のように思います.

殺成 毛のニ

ー 革在われわれiJ..'堤業的に使ラ方法にはいろいろあります.モれらを絡会し

(44) 
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てJ ひ巳つの予報を虫し) ~れjJ\'r当らず巳も遠からずJ ヒいった程.J:に当
ること部、あリます.モの際fγ一体ピラしてこの提象を予想虫来たの，rznJ
ピ食肉して持ても p すぐには答えられぬこヒポ争ひヒ lまRまいませんか? も

ぢ石ん3 提濫の扇期持祈で…ーピかJ 相腐肉係~…ーヒがJ ヒいラの}ま議品
マす.この了普っているのに昔ったような訳書ゃしない j ヒいラ感じは〈溝世

汁の域l.)':JJ. 4J知れまぜんポ)~体どこからやって来ているのでしょラか.を

オtlま 3 現業前 lて使える芳去をノと之巳んまでつきつめてみるヒ，周期外.it ~x

ある産の進跡しかなれのですポJ これbはふとの物理位前わからぬまま r 信仰

!こも似た提時1i')持来に対し外持していること J 繰って』車中の過程を令め

長国栗商係官わからぬこヒに台東するの"E'Iまないかと.~\;、，ます.この信仰な

に物理牲を与えるこヒもひビつの犬きさな向題だすカマ，ある種差予報武豊って‘

じるといラこどは，わ九われはせこにJ 来るべき帯来の状態の前先主な石ぺ

をき rなにかJ を認めているはずであリ J この「なにかJ l先程えぺ?三J 天候

義象を説明し得る本積鈎零乗の商遣を輔らかにするこピポ2 今穫とるべ、き還

のように患います.

雑戚 モの三

叢近l主上層資料郎、豊嘗になり )5"00仙の資料等封非幣に争く俊われるよラ

lこなってきました.天民現象といラのは，大捷幻著から下唇までの粟積緯果

~.すしf 時に長期予報ビひラのは s 大気循壌の様相獄、はっきりしな庁れぽ，

その重論的解まは現金んど不可能ちす.対寵圏宿護fjf明らかになるピヒもに，

豪壮マl主成層圏箱撃の餌昼前，噂えて来たことは非常に事ぽしいことちす.

こ札ら主層備護者長期寺報に利用するこピはすちにはピめられておりますず，

私の行なったこ・三の補査によっても J いわゆるゲロース・ベvターに対京ー

する零棄として J 大境主メ奮の事料晶、地』二の零来よリすぐれているピ恵お揖

石場舎かあリます.レかし，上菅の方剤、帯にすくれかでいる等ピいラ持論詰匙

辻ませんし J ここで上層と地上の因子の穆おを講じよう ιぃラの?もあリ，ま世ん..

地よの賓料e行主きづ、まりを滅ずるに新しい資料均 J 知見にすぐ礎1$'ゆき

た〈なるのが人橋マす対p 上層資料l丸ーまiざ尊敬も不足下すしJ 知識も3誌や
わ庁~すから 3 ごれらてき得ら札た知識、を地主に謹7ôして J 地主資料生E訴し品

百~庖なお才』怯零封あるヒ恵じます.対謙圏!こ晃ら fしる魂象lま J 成A普麗@菰

稜包有等かの関係を有するはずちあリ y 零l立大安全特(水平にもp霊童にも〉

にわたる椅壌の様相在主権に哲唾しJ この中から，わ札わ札の綾してい石天

候魂象者最も忠美に記述してく札る「本損J を兎出すぺ詮かと思Uます.

(45) 



希望ー

質象技術のどの分野守也吃うをしょうが J 長期予報もモの倒にも礼ず )l~'"
ヨ丈島Z資料を使ラこ記では他にひlナを Kリません.~喪ラ資料も日本村主主 l之主
どまらず，最近寄 i立地半諌に1更がJ 地上から戒管薗まマあらゆる賓持者棲い

ます.雑厳守も述Aごたよラに長期予報技術lごiまJ 今緩め舗牽冴艇に頼るとこ

るが大巻く，これ宮しには今後の警展ぱ嘗めないのです於J ここでいつも感

ずるのは，賓料の入手に非常に困る zいラこ巳です.殊l之仲間者耕になるに

資料}ま〉\守~きてもノ単仕訳、広々のために調金の前厳酷ヒして J 乙礼b を緯

ーするヒいラこ乙から檎めt.I:!ナ九lぎなりま辻ん，大きな資料在家援ラ際lご馬
このよろなこど tt訴事~jむ〉札調査をして見よラ k するむを砲警します.今。

疑犠.rrの組織では J 国内の賓，特については貫く種彊されておりますift.')長期

予唱えでは外閣の賓耕を枝ラ械会抗争いの ~I 世束中の提家資料を整備す号よ

ラ註機構を持たなけれぽならぬと思います.己のためには読経の長期予報審

理智信を拡大・整備す窃か，柑にこのよラな都内を設けるか，いず札にせよ

この惑の資料を専門!二破棄 f整備するビころ訴訟撃ち J 一宮も寧く襲藁を希

望します.

希 望 ニ

議象庁におけ石要期予報部内の拡大・強必を希望します.認状から完て，一

、単なる首題百ヒなるかも知れません ~I 現在費察庁にぢいて実擦この表倫に

鳴っている人賓と，他の技術に護っている入賞を出ペたど註 r余りに貧弱な

λ 襲横~区いわざるを得ません.一般剥同裁の声f それに掠象庁の幹部の中
からも，長期予報は'室電容だという芦をし11"しlt'耳!こしますポ J われわれとじ

ては恵ってもらラだけでは I h、えって I~ の翼4霊式首増す 1ざけて予す.本庁におけ

る按構も，一課に準ずる程度で)~の人質もわずか 15各守らいのようです~J

地方予報セ〉ヲー!こなるど，専柱の予報若jJ~、じるのはま官量 t、芳で)X笥分

が短期予報どかけもちの我態マ lまないかピ恵ひます.・私の居る北港謹の議ち

帯構ですが J 衰の予報|之対して 1<1~きく敏誠司F ，今年あ jとリは全く z いってい

い程，実緑色の予報に頼リ初っ 1乞犠業政策を菅民ー体~1三てているといった

空気ぞす.このよう広ふんい詮)~本州の皆嫌に l立神々運僻注札難いかも知れ

ません.長期予報に対する世閣の議室更は求レて甘いものをはないといラこと

そしてこれにこたえている技術ιその背景を磐えた包き J 拡はおそろしく

なって J 魂業位社曹がら lま宇を事i註tいヒすら戚ります.組織の強化をおカ?

って冷拡ません(北 幌管区気象台〉

(46) 
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1月の異常気象に関連した威、想
根本}慣吉

1'.今年 υヲ63) 1 liの気象i主位聴樹立規模マ，大へんな真樟可きあっに』

百本省近マ観測された要常他廷はすでに争くのヒころで紹介さ丸てひるのを弘

ここにはくりか3にぎない就J r~ と~~長い託鎌のあるイギ 1I スでは 150 等;猷;

11の撃さであった tこいう.

位濁毒装ヒ乙もに央存した東予ぺ IJ-y方面やグリーンラ:/F':if函の葵捧蓄議

域は J 橋是の債からいち ~， 佑濫の ìt寄りよリ 1ま犬き<. }文噂言書菌マなやこ

れらの詰地域ではま jざくわしいこビ lま荷も襲われてじない-Jj¥'.1 状況説、おかつ

てくれぽJ おせらく患い就けない魂象於斉患っているに違いない.毎日の北卒

露天碇函を兎ていても』震宮本の犬曹で，日本で犬さわぎをしてい:Q壌には，

こ札らの魯緯良地方で!ましlずレlef南封降うていたのであって f 金く南ヒ也事で

反転してしまったよラな耳もあったのちある.

このよう広者混はどんな帝不起ったかヒいラビ f せれ|ま誓更した三波長彰

式の僑画風めまれ~)潜んど昔告を設えずに/か R 以上も続いてしまったこピ
にあるのち1>る.夫?から嘆帯の標困l之主ぐりを入札る今後め脅呼称ではこの怠

を明らかにする之とか最も大切な二ヒマあろラ.

2. 百本付近の巽常他圧に商避してJ 要常議水位前あらわれるこビ?ま，が

なり寧〈から疑待かれていて J 暖候期予報検誌をミ (2蔦20百〉の折 1)には，

函館海洋捷象台の程康哉管によってまピめた資料ポ紹介在礼士のである，三

一札に ιも立った海部英~:dfいろいろの鞍挙マ宣伝注九t のはこ丸から犠の語

である.

要常高水位に商産ーしてあるいは地球の歯較の議棺にもJ:Jモら〈何らかの要

常識、あらかれるにち於いない J というこビ}まJ 水位の異常に伴ねれた潜水の

移動zいラこ乙 l之腐輩して，三れーもかIなり草くから畏社かれていた.~誌は t

b可集牲を 3'aの部屋の談話会で等思議し，暑に討議してもらっ 1にその接緯

度観浦河干の須)11i零士か b慣牲主軸の様子於 /21I下匂ゴろから少しおかしな

電甘さを示していることを知らせて Uた世い忙レJ また読極常損の石祥記砦の

宥祈リで J 官転速度の要常につき p 東京天文台の報時厨挺課長の飯島聾奪替

士の調ぺられ?と緯某について J 部屋~特別に誌をしてもらクたのである.
ごのよラに今回の要幣i立J 決して換孝義象 1::隈られたものではなく，潜1f.t

天文等，弛の分野ど猛特に関連して起っているのちある.

これは見方によっては信長官射またとない実、験をしてくれたよラなもの~.&

<4マj



一. c e 

って，誰々の酉栗陶保定鴫・らかにするには，今回l主徳帯の械金ちあろラ.

，潜~'抱カ、 J 気象齢、先か J といラよろな芳元方 1まナシ t乙ンス零あ 1) I むしろ

相互南保を諭ずべきであるピいう意見もあるが¥車はそうと lct'"かりはいえな

いと思ラ.ひえるかいえなじかをすストするためにも』この/高の資料法大

へん般に主つものであろラ.

天文の人も r また海詳の人も J 今国 lま p~よ匂に lま民象ポ原因ぜとい

う於J 認識の!暖きが J 必ずしも原因ヒ棒栗の嘱序と同じであるピはいえない

、から J 先入観なしに調ぺるl虫零ポあるちあろラ .A平詳の中部潜域マ昨年あ 1 

1とりからJ 要律語71<混1$、観測されておリ，梼!こヲ月 1主顕藩でおっ kょうをあ

否，アメリ jJ の学着の中 i之は 2 この積水瀧域~佑気圧の者全幸町うな対され p

これ常識戒の要幣式芝生じたのをある乙砦える向きさもあるが，これポ今与の I

月の要常とピラ結ぴつくかはなお吟味を撃す右前題であろラ.

いず札にしても J 今回の婁常の調査は資象官庁単独に行なヨのちは不十舎

であり 1 他の地球物謹の誰分野ヒ盤持な違絡のもヒに進められねlずならない

をあろう.私の予想では一一これi左手箭予想よリ礎実をあるビ思ラ哉、一一今

犠半年本内 lご，世界の母会マJ これは夫両題にな t)J 酉際的なシンポジゥム

まl'期かれるよラになるのちはないかど恵ラ，での陳)fI;$も十I 分の調査，

暁号まのと 1::立ってこれに参加するこヒ命、ちきるよラ 3 今昔、ら準備をして老く

l世零封ある.気象学会中地或物垣単車合，あるいは唾備会識の荷転車維署員

会あた 1)ちも J さらに良[むをもっていた1ざ詮たいものヒ思ラ.

3.. 異常の蕗1)討の略|ま天気函等の解析によって，ある程長思埜4ポづくわ

庁Tあるが、} ~て」をの T替を生 t:，'r-::待国 lまヒいラニヒ}こなる巳 J いろいろの見

解於虫て〈、奇のをある，芳えラる場合!ま J 大よモポの三つであるヒ恵ラ，、

1).要棒読零在生じた甚集団!まかわらずにJ 本埜に栢芳年に一震の要I酵母T

あらわれたと芳えるこヒ.

2.).今までに経験きれなかった測の盟の母集団からの宙誕ι砦弘るこビ.

d ).告知良菰象足してあまりに裏晴与をあるこヒから，ここに伺か人工的な尿、

困を蜂>.a.るこビ.

このうち 2).についでであるすJ これiまたはli'"必仰の赫ヒして合

j誌宅竜巻による裏特柚J.f.1i¥'あるのjさから，理手飾ヨ需象にも 2 凋か同様なこ乙部、J

非常に祷可さはある t氏、匙リ縛るのーをはないかヒいラ見停である.-3).の鷺鬼の

村表的なものは，接近のもの守lまアメ IJ肯のケリ νグの掠爆原因説Tきあ()) 

また?年前ぜキエ守7]<爆実草委航、行なわれk時|之火山爆捲ヒの説象の類似から，

この帯響を論L;'t:::. 気象研究荷予報研乾都のゲ 1レー íO廊 ~柄、ある・
(48 ) 



さて抵象モのものから p このうちのどれマあるか武見当つ庁られない令の

可~ 1.>'るラか.モの一つの令~.、か 'I)~与えるものポ嬉 T 1盟i!-ある.これは京慈

の百々の気圧橋建を示したものである猷 3 これをみて晴らかなことは 13か蔑

ぐらいの周期で同じよう

な変舶がくりか元きれて

いるこ kこである.そして

f ，.... 2.ijの債庄は l専に

お之借寸らいずってFy ぞ

の貰の樟ポ増夫していっ

ていることである.この

図には愈のためにけが

月ずらしたゲヲブ右足ー練

1t示しておいた.

これ lま崎在意味するか

といラヒ I f ijの要帯低

圧ば決レて 3 この月だけ

に7ド皇室続!二怒ったものマ

はなくて J 前辱，もしく

は前々与あたりからノ伺

らかの枯然的つ。な於りを・

-tってい.Qらしいこヒで

あって} 2).の克需のよ

-2 

協 l箇 京支における周平均

長辞偏差の長動

ラiこ全くち航、った母集団からの出現 ιlまみらIしないヒいラ二ヒで、ある，

そうすると1).の見解か， 3).の要E解かということになるわけをあるがノ

もし f). だとするど，ぞれは就き十億!こいって嬬草橋重の 5権以」ニのJf寄りたゃ

から，これは数万年1:::一震の婁常といラことになる.気候の長期疫動なピの

訴兜によって J 持7す与も同一昔集鴎からの蛍堤前つづ、くと);t;考え'Mlミゃからr

このよラ l亡芽えをすすめてゆくと J どラしてもめ・の場合を吟味-ltざるを毎

な〈なってくるの下ある.

人工的原因として今のところえきえられるものは合保改造J 煤煙などによ者

大捷薄梁の尊大などもある前』中は t)，智之いつでも一審陶むのもた札るのft
栽蟻襲安駿の毎秒響ヒいラこヒであろう.

核爆搭実駿iまご、議知のように-8雪辱止きれてい1三もの杭 J この数与来F 態

語主爆者きをふくむ安駿ホ、再期されているのであって p 専門事の寵需によると

(49) 
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j長爆搭生成物による大気湾接lまJ ピキエ実験の頃の僚に ;0梧以上ヒいわれ

ているのである.ちあるからばキヱ実験昔時 J ~寺梁管制、一桁小笠いヒいうこ

ヒ~J 人工的事響を苔tをした側の人護の見解も J モのー部!主くずれてい石の

をあって J この向惑は再吟味の暗にきているヒいえるのである.

をしろ今までその菊等説、はっきりあらおれなかったことの説鴫の方武夫切

なのかも知れない.これについては/デs7与の太陽活動の極大武犠剖肉強以

来め豪大ちあってノこのように外調からの事響ポ強かったために J はっきり

した形で原水煤.~き聴の結栗抗、あらかれなかったのかも知れないのマある. ~' 

た-8奇襲f験背中止注れたための靖容ヒも訴られないことはないであろラ.

いずれにせよ』宥自の向建!立与綾犬註くクローだ・)1''1"?注れてくること

はまち古でいないと思われ志ので J と〈に?年煎!こ学識を議義した挙着や府精

着陸J 食己の学説のきt香を明らかにするためにもヤ介に樹党を進めておかな

とてはならないであろう(疑象庁 予鞍鵠)

あとがき
~の莫常夫棋の畿をラ庁て1 5 ij l二 lま寧くも函百本庖申 I~ にふ\þ模様の悪

夫前続き』差キ葉穫に孝夫の被暑をEをけ?とよラです.一方神縄から 71リッ

ぜシ方習にかけては持んど、甫折、薄らず，要常千l省、つに見舞われました e 長期

予報の向令わせが非常に争くなって来ているのかf昨今わ状況です.

ごのゲロース'ぺ、ソダー第2港第!号を衰のポーナスの墳までにはお主主リ

したい乙努力して来ましたtr，締集予の不破れのため還乙なっtこk与を合わ

がします.'/1..号!主宮芦末 lこtliす予貨でいますのち苦i続き樹T建議下さい.

ヰミ号て子!立前警に続いて捧保さんから数値予報による延長予報の基礎的向需

について，景新の菌際金議の新知識たも令めてす丈震な力作を頂包ました.ま J

R内藤さんからは擾動魂綾の僻析についての却の骨野ちの問題蕉を縄1tでして

頂註ました.また香凍注入，1) 柏稼~ん 1 ~質本とんから!まそれぞれ示唆 l~嘗む
紹介冷ら向題提起を頂注ましTc.之月の技術接討をとの後だけに，柑康うEんの

梢み1主演!ま私j三ち長期予報!こにず、さわる砦の共通の向題をあって I 寓養生Tさは
ある前町捷治，予報連合の時ガポ謹まれるこじです.

不棋指数|乙なやま注れる宮前来ます.会員の嘗~んぢ元疑で.
一(荒持}'̂ 榛木).
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